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I 一般概要



沿革

年 月 日| 概 備 考

昭平副年6月1日 i庶務係，細菌検査係，化学試験係，病理臨床試験係， I所長 倉持恭一衛生部長

食品検査係の 5係制で発足。
事務取扱

昭和25年 2月10日

山本耕一所長

昭和29年7月1日|血液銀行係を加え 6係制となる。

昭和31年 1月25日|青森県衛生研究所弘前出張所を設置するO

昭和32年6月1日[青森県血液銀行設置に伴い衛生研究所弘前出張所及|昭和32年12月1日

び血液銀行係を廃止するo 木下嘉一所長

昭和33年5月1日 1処務規程の全面改正により，庶務係，試験検査係と

なるO

昭和34年3月3日!試験検査係を細菌病理臨床試験係，化学食品検査係|昭和34年8月20日

に改め 3係制となるO

昭和39年4月1日|庶務室，微生物科，理化学科の 1室 2科となるO

昭和43年3月25日!青森県保健衛生センタ一合岡庁舎完成し移転。

叩年4月1日 l公都新設凶 1室3科となるo

昭和48年4月1日|科制を課制に改めるO

昭和49年 4月1日[公害調査事務所設置に伴い公害課は廃止される。

昭和54年5月1日l

秋山有所長

青森市大字造道字沢出

(現庁舎)

l昭和昨4月1日

l 山上豊日所長

[昭和昨9月1日

[ 山本耕一所長

[昭和54年5月1日

l 秋山有所長



組織及び分掌事務

[ u:'. .，..: '=' [ ，-1 .庶務に関すること O
~I 総務課ト|
一一一一一~ 1-2.統計報告に関すること O

-1.病原となる細菌，原虫及び真菌の試験研究に関する

こと O

-2.病原となるウイルス及びリケッチャの試験研究に関

することO

| ト 3.血清学的試験研究に関すること。

一一一一~ I 一一一I 1 I 1-4.環境衛生に係る微生物学的試験研究に関すること O
|所 長|ー|次 長|ート|微生物課1-1
|一一一二二 c一一一一I I [一一一一J 1-5.食品衛生に係る微生物学的試験研究に関すること O

-6.寄生虫及び衛生動物の試験研究に関すること O

-7.臨床病理の試験研究に関することO

-8.微生物学的試験の技術指導に関すること O

-9.実験動物の飼育に関することO

[-10.先天性代謝異常検査等に関すること。

1-1 医薬品，衛生材料，香粧品等の試験検査に関するこ
|と O

( 卜 2.飲食物及び添加物の試験検査に関すること O

1-3.食品器具器材の試験検査に関すること O

l - 1-4 温泉及び鉱泉の試験検査に関することo
-1理化学課1-1-5 飲料水の試験検査に関することo

1-6.その他理化学的試験調査及び研究に関することO

1-7 理化学哨の技術指向することo
l-8.生活労働環境に関する調査研究に関すること O
1-9.下水， し尿消化槽，浄化槽等の汚水の試験研究に関

することO
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業務概要

1 微生物課

細菌ウイルス血清検査部門に関する依頼検査及ひ、先天

性代謝異常等検査並びに調査研究業務を行った。

1.依頼検査

(1) 一般依頼検査として学校給食調理従事者等の腸内

細菌検査，病院依頼の風疹検査，食品衛生法に基づ

く魚肉ねり製品，冷凍食品等の規格検査，水質検査

は水道水，環境衛生施設関係の細菌検査を行い依頼

件数は表1，2， 3のとおりである O

(2) 行政検査は保健所依頼の梅毒検査，風疹検査，チ

フス菌同定検査及び海外渡航者のコレラ菌検査並び

に食中毒検査が主だったものである O

2. 調査研究

(1) 細菌関係では青森県における食中毒防止に関する

調査研究 (特に細菌性食中毒原因菌の分布〉 とし

て市販食品である鶏卵10件，鶏肉20件，豚肉30件，

魚類90件，及び胃腸炎患者下痢便 248件， 並びに犬

糞便 110件について食中毒原因菌の既知及び未知腸

管系病原菌の分布についての検索を行った。(別項

記載〉

表1 昭和55年度依頼検査

(2) ウイルス関係ではJ インフルエンザ流行予測感染

源調査及び日本脳炎感染源調査を実施した。(別項

記載〉

ア.インフルエンザ流行予測感染源調査 30件

ベア血清30件分離 18株(ソ連型H1Nl)

イ.日本脳炎感染源調査 200件

ウ.受身溶血 (PHL)によるへルベス抗体の測定

マイクロ法ならびに一元放射溶血(SRH)試験ー

エ.鳥類からのインフルエンザウイルスの分離

3.教育研修

(1) 研修

保健所検査技術者研修を昭和56年 1 月 30 日 ~31 日

の2日間，次のテーマにより実施した。

O最近の感染症カンピロパクター腸炎その他につい

て(秋山衛生研究所長〉

O東北六県の感染症情報(風疹，インフルエンザ)

(佐藤主任研究員)

C最近における細菌性食中毒の原因菌検索

(大友研究員)

O海外渡航者の下痢症の細菌学的検索

(豊川主任研究員)

O実習

キャンピロパクター及び腸内細菌簡易分離同定検

備 考
|依頼件数

検査種別| 一一「
| 一般依頼 | 行政依頼

赤痢菌検査 2，412件
腸内細菌検査 2，413I 4 !コレラ菌検査 5件

i (詳細は表3を参照〉

同 定ー検 査 71チフス菌

fガラス板法 80I ガラス板法陽性 1 (1.25%) 
梅毒検査(一一 TPHA法陽性 1 (1.25%) 
l T P H A法 80I 両方陽性 o(0 %) 

竺竺子竺竺一宇上 l 81詳飢え2竺却

(簡易水道 250
水質検査!海水・河川水 | 13 

)し尿放流水 133
、清掃工場水| 621 

E J-竺査 |ι1 里一
先天性代謝異常検査 20，791I ヒスチジン血症 1例

クレチン症(委託) 1 20，5821 4例

i水産食品
|冷凍食品

食品検査!手つ酵食量

|菓子
〔その他

3
1
3
6
1
2
 

1
i

円

J

l大腸菌群陽性 26川%)
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査と毒素原性大腸菌の ST検査について

(2)教育

青森県立青森高等看護学院に非常勤講師として微

生物学を講義した。

豊川主任研究員 (1科)

佐藤主任研究員 (1， 2科)

大友研究員 (2科〕

itー;127l原因1tJt 1--:;-;;;菌lLi凡臨時j j 

3l625l上北郡I21 11 Jyナコしず L14」ず 判:!家陸!
l l六ケ耐!l i l l --lE の 1I ~(1) 1- --

!防f判:引巾l医f庁T官廿:判計[卜不一明H(ト不一会悶川
41十いlド円8口2吋 2叫~;I 8イl11l … 明一バ1(:ぷニムu;引〉J[fI ;配1:(6何6)!片家 庭「l 

表3 海外旅行者の下痢原因菌分離成績

i芋麗τ被夜者 lM--p，ll/.+:AI E2. 1+/ +th I l |性別芹令l居住地 l 旅 行 先 l 分 離 菌別十氏名 11:::t::/J'Jj，TJI JCl IL ...~ I 

F・EI男 I27 I今別町 l東南アジア(台湾アルカレッセンス・ディスパー (8x即 /g)

O ・YI女 i26 I弘前市 l東南アジア(フィリピンアチネトパクター (3.4x109/g) 
55 I S ・klU利弘前市l東南アジア(幻ドづ市ーノレ〉 1(??午普賢幣閉仏アOR/g)) 
T・KI女 I56 I碇ケ関村 i東南アジア(フィリピンサルモネラ (bcvis--morbi，βωns)
F. Y I女lh森市|東南アジア(フィリピン ST産生前性大腸菌 (2X 1010/ 
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E 理化学課
頼検査，調査研究，及び保健所検査技術者に対する技術

研修である O

1.依頼検査

(1) 一般依頼検査

理化学課の主なる業務は，食品，食品添加物，容器包

装，上水，下水，温泉，医薬品，家庭用品等に関する依

日
目

装
一
包
一
耕
一
種

び
一
開
一
査

食
一

•• ア
一
検 件数 検査項目 検 体

食品添加物 49 

保 存 料 (3) I ソルビン酸 |漬物，ちくわ

着 色 料 (8) I タール色素 i漬物
甘 味 料 (3) I サッカリン !漬物

殺 菌 料 (4) I 過酸化水素 |めん類

酸化防止剤(18) I BHA， BHT 煮干し

溶 剤(12) I プロピレングリコール 1 めん類

食品製造用剤(1)酢酸ナトリウム |昆布

栄 養 分 析 18 I水分，蛋白質，脂肪，炭水化物|肉だんご，しゅうまい
/J'-，/) ， :EE!-R .FI.， Ill=!/]/) ， tJ'./J'-1 w1~ I ちくわ，ぎようざ

重 金 属 6 I ヒ素水銀 |ジュース

残 留 農 薬 I 2 I 町 DDT ドリン剤 |ニンニク加工品

?脂 食品検査 I 2 I酸価、過酸化物価 (ヵんづめ

そ の 的 48 食器残留ABS，食塩 |皿，どんぶり
山 コレステロール他 | ちくわ，豆乳他

計 125

イ.水質

目|件数

原水 132 硝酸性窒素，塩素イオン，有機物等，シアンイオン，水銀，有
全項目検査 | 戸 | 

浄水 84 I 機リン，銅，鉄，マンガン，亜鉛，鉛，六価クロム，カドミウ上水 1ct'/J'- I 

ム， ヒ素，フッ素，硬度，蒸発残留物，フェノール類，陰イオ

そ の 他 54 Iン界面活性剤他

円 | 河川水 171
公共用水 I. - ... I __ I 鉛，カドミウム，水銀，ヒ素， BOD， COD他
|湖沼水 52 I 

|し尿放流水|

排 水 iゴミ処理放流水|
!埋立地排水 l
|工場排水|

l 鉱泉分析 1温泉 I ，，-. ... I 

!鉱泉小分析(

他 i

計 I 1制

569 

検 査 種 検 査 項 目

93 

8 

pH，浮遊物質量， BOD， COD 

総窒素，塩素イオン，透視度他

106 

34 

7 

陽イオン，陰イオン，遊離成分他

そ の 44 ナトリウム，カルシウム，マグネシウム他

- 6 ー



ウ.その他

土壌成分 15件

(2) 行政依頼検査

ア.食品及び容器包装検査

検査種目

l 漬物

タール色素製品検査 I 2 I確認試験純度試験 i夕刊素製剤

油脂食品検査 i 52 1 酸価過酸化物価 l 即席めん映子

野菜果実吋留農薬調査 24 l 町 DDT ドリン剤 l りんご，すしれ必う

牛乳中の残留農薬調査 4 I 町 DDT ドリン剤 |牛乳

食品中の P C B調査 15 PC B 牛乳肉類魚介類

魚介類中の水銀調査 11 総水銀 [川めそし カ川

玄米のカドミウム調査 I 6 l カドミウム l玄米

容器包装等の重金属調査 8 I カドミウム鉛亜鉛銅 |皿ど山

畜産物中の合成抗生菌剤 6 ルリン !鶏肉卵鶏肝

畜産物中の抗生物質( 6 l …イシン |牛肉，豚肉，鶏肉

貝 毒 調 査 316 下痢性貝毒桝性貝毒 [ホタテ貝ムラサギイガイ

計 I 512 

食品添加物

保

着

甘

発

殺

存

色

味

色

菌

漂 白

料

料

料

剤

数 検 査 項 目 検 体

62 

(18) ソルビン酸，安息香酸， さきくいか，漬物，かまぼこ，
ジフェニーノレ ちわ

(15) タール色素 菓子，氷菓子，漬物

(17) サッカリン 菓子，氷菓子，清涼飲料水

( 4) 亜硝酸 7こらこ

( 4) 過酸化水素 めん類料

剤 ( 4) 亜硫酸

イ. PC B，残留農薬による母乳汚染疲学調査

6f牛

カ.昭和55年度医薬品等一斉取締りに基づく

収去検体の試験 日本薬局方精製水 8検体

キ.昭和55年度「有害物質を含有する家庭用

品の規制に関する法律」に基づく家庭用品

の試買検査 45件

〔住宅用洗浄剤5件，塩化ビニル5件，ホルムア

ルデヒド14件，有機水銀14件， トリス(1ーアジ

リジニル〉ホスフィンオキシド 3f牛， トリス (2，

ウ.岩木川流域重品流出事故に伴う水質検査

4検体144項目

エ.県立柏木農業高等学校の水質検査

5検体55項目

オ.厚生省委託によるトリハロメタンのクロ

スチェック検査 15検体90項目

7 -



3ージプロムプロヒ。ル)ホスフェイト 4件〕

2. 調査研究

(1) ホタテ貝毒に関する化学的研究(下痢性貝毒)

有毒物質の分離，精製:毒化ホタテ貝中腸腺を用

い，動物試験(マウス)で毒性を確認しながら，有

毒物質の分離，精製法について検討した。

下図のような方法によって 100倍に精製された粗

毒を得ることが出来た。現在更にカラムクロマトグ

ラフ，薄層クロマトグラフ，分配ゲノレ炉過等の一連

の精製操作を検討中であるO

試 料 l一一一歩一一一一一一

|有機溶媒抽出 l 毒性画分

遠心分離 濃縮

|濃縮 | 分|配

油状物 ↑ |濃縮

| 一 | ゲノヤ過
/¥ 西コ 1 
7J 日じ 1 

1濃縮 [ 薄層クよマ卜

油状物 ( 

カラムクロマト l 
高速液クロマ卜

マ
・ロ・
グノ層薄

(2) 青森県における飲料水中のトリハロメタン含有量

調査 16件

藤崎町，五所川原市両地域内の 8ヶ所の飲料水中

のトリハロメタン含有量及び色度，過マンガン酸カ

リウム消費量，残留塩素，水温 pH等を秋，冬の

2回測定し， トリハロメタン生成機序について検討

Ltこ。

その結果，総トリハロメタンはし、ずれも国の制御

目標値，年間平均O.lmg/l以下で、あり，又トリハロ

メタンの生成は水温，色度，残留塩素，過マンガン

酸カリウム消費量等と相関関係があることが認めら

れた。

(3) 青森県における温泉泉質の経年変化調査 15件

温泉の泉質は地震，火山活動等の自然現象及び温

泉の過度吸上げにより変化することが知られてい

る方，泉質の変化は浴用，飲用の際，人体に思

わぬ影響を与える場合がままある。従来，本県には

泉質の経年変化についての資料が殆んどないため，

本調査を実施した。 15源泉中泉質の変化したもの5

源泉，泉質変化の可能性があるもの 2源泉，全く泉

質変化のなかったもの 8源泉で，このことより，本

県の温泉の中には，泉質の変化している源泉が相当

数あることが予測される O

3. 教育研修

(1) 保健所検査技術者研修

昭和56年1月30日次のテーマにより研修を実施し

た。

o pHについて 小林理化学課長

O最近の水質の問題点，特にトリハロメタン，悪臭

物質及び防錆剤について 高橋主任研究員

口水質検査各項目の人体に及ぼす影響 桶田技師

O亜硝酸性窒素，硝酸性窒素の迅速測定法の検討

野村技師

(2) 青森中央短期大学公衆衛生学の非常勤講師 高

橋主任研究員

-8-
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青森県における食中毒起因菌の分布に関する

調査研究(第1報〉

豊川安延 大友良光 野呂キヨウ 秋山 有

緒 員

食中毒における起因菌の追求ならびにその動向に関す

る報文は多く，また，食中毒起因菌の病因論を含め原因

不明の菌検索の在り方についても広く指摘され1~5) 食

中毒は公衆衛生上，重要課題となっている O 一方，輸入

感染症として海外旅行者の増加にともない，従来，国内

では検出頻度が稀であると思われている毒素原性大腸菌

を始め，V. cholerae (non 0-1を含む)， V. parahae-

molyticus.ぬlmonell:z， 九!hig'ella等が持ち込まれてい

るト10)0 特にめlmonellaは動物飼料11)，冷凍肉12)の輸

入増加にともないその菌型も多型化しているといわれて

いる O また，感染事例13~14) 各種動物の保菌状況15)

ならびに生活環境の汚染の集約とも云うべき下水，河川

の汚染状況に関する知見が多数16~23) 得られている O こ

れによると，生活環境の汚染は全国的な傾向となってい

ることが推測される O また，河川においての V.chole1ae

non 0--1は高い頻度に検出され，国内河川に定着した

ことが推測されている24)。

以上の如く，最近食中毒菌及び腸管系病原菌には多種

類の環境汚染が問題になり，人，食肉及び環境に関わる

病原の検出情報は食中毒，感染性下痢症の予防の基礎資

料として益々その重要性を持つものとなってきている O

このような背景により，われわれは食中毒の原因菌解明

の向上と食中毒防止に係る基礎資料を得る目的から， 19 

80年から 4ヶ年継続事業として本県におけるヒト，食品

及び環境からの食中毒起因菌の分布調査に着手した。

材料及び方法

調査検体:各検体の採取場所ならびに検体の種類と数

を以下に記す。鶏卵 10検体及び食肉 50検体(鶏モモ肉

10，鶏手羽肉10，豚並肉10，豚挽肉10，豚腸10)は1980

年 5月より 1981年 1月迄の期間，隔月に県内 2精肉庖よ

り購入，魚類50検体(ホッケ10，ハタハタ10，サパ10，

カレイ10，イワシ10)及び刺身類40検体(タコ10，イカ

10，マグロ10，ホタテ10)は1980年6月より 1981年 2月

迄の期間，隔月に県内の生協と某魚菜市場より購入，急

性胃腸炎患者下痢便(以下下痢便と略す)276検体は1980

年 6月より 1981年 5月の通年において，青森市内の1病

院及び 2医院の協力を得て採取された。下痢便の採取方

法は Cary-Blairの輸送培地(日水製薬)に滅菌綿棒

(ニッスイ)で採取され週間に 1固まとめて収集し

た。犬糞便 110検体は 1981年の 8月より 9月迄の期間に

青森保健所において，市内で捕獲，あるいは同所に安楽

致死処理の依頼の犬から，滅菌綿棒を用い，グリセリン

緩衝液 3ml入れ試験管に採取した。

検体の処理及び検索菌種:培養検査に移るまで以下の

ように検体を前処理後，菌検索を行った。鶏卵は5ケ分

の全卵を 1検体とした約 100g相当を，鶏肉， 豚肉を各

々100gを秤量， それぞれを滅菌ポリエチレン袋(スト

マッカ -400用〉に移し， 等量の滅菌生理食塩水を加え

ストマッカー (Lab-Blender400，Seward社〉で分散

懸濁化しこれより SalmonellasPP.. Camρylobacter 

jejuni， Yersinia enterocolitica， Staphylococcus aureus， 

Clostridium ρerf1ingens， Clostridium botulinumの6菌

種の検索を行った。魚類ではハタハタ 2尾混合を1検体

とし，イワシは5尾混合を1検体とした。検査では魚検

体は体表，エラ，腸に分けて行った。体表検体は滅菌ポ

リエチレン袋中のlOml生理食塩水でよく擦って得られ

たものである O エラと腸は滅菌鉄でよく細切した検体を

用いた。刺身類は100gに等量の滅菌生理食塩水を加え，

上述ストマッカーで、分散懸濁化しこれより V. parahae-

mol yticus， V. cholerae， V. cholerae non0--1， V. fluvialis 

の菌種を検索した。他，細菌の汚染度を調べる目的で-

般生菌数及び大腸菌群数の定量検査25)を行った。

犬糞便は 1%ベプトン水で1O-1~1O-3の 10倍各段階希

釈液を作り，その各希釈液から Camρylobacterjejuniの

みを検索対象にした O 下痢便は Cary-Blair培地より

の綿棒を 1%ベプトン水1ml入りの小試験内で強く圧

し，あるいは， ミキサー (TM-104，サーモニクス社)

で十分洗い落した10-1希釈液を作り，定量培養26)を行う

ために10-1より 10-8迄の10倍段階各希釈液を作成したD

これより あ::11monella，Shigella， Campylobacter jejuni， 

Y. enterocolitica， E. coli(ETEC， EPEC)， titaphylococcus 

aureus，上述の Vibriosρ'p.4菌種，Aeromonus， Plesio-

monas. B. cereus. Cl. perfringens， Cl. botulinumの16菌

種，他，ブドウ糖非発酵グラム陰性梓菌も検査した口

菌分離及び使用培地:鶏卵からの菌分離は次のように

行った。 tialmonella検索は前処理検体50gをSBGスル

フア培地450mlに移し， 37r 1晩培養後， MLCB寒天

培地， DHL寒天培地を併用して行った。 Cam抑lobactcr

の分離同定は前処理0.05gを用いて吉崎27)の報告に準じ

9 -



て行ったo

Y. enferocolitica の分離同定は坂崎28)の報告に準じ，

次のように行った。前処理検体2gをYCCブ、イヨンlOml

に移し36"C6時間培養後，その0.5mlをマグネシウムー

マラカイトグリンカルペニシリンブイヨン 5mlに移し

30"( 24時間培養，分離はSS-D寒天培地を用いて行っ

た。脱却hylococcusaU1"eUSの増菌は，前処理検体 2gを

10%食塩加クックドミート培地で37"C1晩培養，菌分離

は5%卵黄加マンニット食塩培地(MSEY培地)29)で37

'C48時間培養し卵黄反応を指標とした。分離菌について

はコアグラーゼ型別検査を行った。

Cl.ρer)ら'ingensの検査は前処理検体 2gを肝片加肝蔵

ブイヨン10mlに移し 37'C1晩増菌，菌分離は 10%卵黄

加CW寒天培地を用いて行った。 Cl.bofulinumの検査

は山本ら30)の報告に準じて行った。

食肉からのSalmonella検索は前処理検体50gをEEM

培地450mlで前培養後 SBCスルフア培地で38'C48時間

培養， 菌分離はMLCB寒天培地， DHL寒天培地を

併用して行った。 Y. enterocolitica， StaPhvlococcus 

aureus， Cl. perfrieens， Cl. botulinumの検索は鶏卵にお

ける検査方法と同様である O

魚類及び刺身類からの Vib1'iospp.検索は処理検体2g

を食塩ポリミキシンブイヨンlOmlで増菌，分離はBT

Bテイポール寒天培地， PMT寒天培地を併用して行っ

た。刺身類の一般生菌数は標準寒天培地を，大腸菌群数

にはデスオキシコレート培地を用いた。

V. Cholerae (non 0-1を含む〕の分離同定は前処理

検体2gを用い坂崎31.32)の報告に準じ V.fluvialisの

分離は Lee33)らの報告に準じて行った。

犬糞便からの Campylobacter 検索は1O-1~1O -3の各希

釈液0.05mlを用い前述，吉崎の方法により行った。

下痢便の原因菌検索は以下のように行ったO

Salmonella の検索は前処理

10-1希釈液の1エーゼをML

CB寒天培地， DHL寒天培 一一 一一一一 一一一

地に培養，これに平行し希釈

液O.lmlをSBCスルフア培

地で増菌培養した。E.coli (E 

PEC，ETEC)はドリガルスキ

ー改良培地， DHL寒天培地

より釣菌した。

E. coli (ETEC)のSTt食

出法は Deanら34)及ひ、竹田35)

の報告に準じて行い， LT検

出法は工藤ら36)の報告による

CHO細胞の形態を指標とす

る方法ならびに東芝化学のコ

レラ菌一大陽菌エンテロトキシン検出用キットを用いて

行った。

ST検出に用いたCHO細胞ならびにRPHA法のコ

レラ抗毒素，感作血球は東京都立衛生研究所の分与を受

けた。

Ca>>ψylobacter の検索は前処理1O-1~ 1O -3 各希釈液

0.05ml宛を Skirrow培地に培養，検査方法は前述吉崎

らの報告に準じた。

Y. enterocoliticaの検索は10-1希釈液O.lmlをYCC4.5

mlに移し，前述同様に Aeromcnos，Plesiomonasの分離

同定は島田38)の報告に準じて行った。 V.cholerae， V. 

fluvio.lis， V. Parahaemolyticusの増菌は，前処理10-1希

釈液のO.lml宛をアルカリ性ベプトン 4.5ml，モンスー

ルのベプトン水に培養した。分離培地はTCBS寒天培

地， PMT寒天培地， BTBティポール寒天培地を用い

た。 Cl.b山 uinu仰の検索は 10-1希釈液O.lmlを用い，

山本ら39)の方法に準じて行った。

一方，下痢便における推定原因菌の検査は坂崎26)の述

べた定量培養に準じて次のように行った。下痢便1O-6~

10-8各市釈液 0.05ml宛をドリガルスキー改良培地に滴

下しコンラージ棒で全面に拡げ37'C18時間培養し，出現

した10-7/g 以上の優占集落を検討した。

分離したグラム陰性梓菌の一次同定スクリーニングは

Ohashi40)らのTSI， LIM寒天培地による鑑別シス

テムを用いて行った。 また分離菌の 1部は api 20E 

(api system Montalis， France) を用いアピプロフ

ィルインデックスにより同定した。

上記以外の菌種の分離同定は概ね微生物検査必携，並

びに「グラム陰性粁菌同定への手引J41を参考にした。

結果及び考察

鶏卵食肉検体からの菌分離成績は表1に示すとおり的

検体から61株を分離した。

表1 食品，犬糞便からの食中毒菌及び下痢腸炎起因菌の分離成績

検体別| 食 肉 I I魚介類犬糞便
検体数|鶏卵鶏 鶏 豚豚豚|計|魚刺身
| モ肉手羽肉並肉挽肉腸

検出菌種 、¥ー→一一110 10 1o 10 10 10 1 1 50 40 110 

Salmonella 1 8 6 3 6 7 I 31 I 

V. parahaemolyticus I ・ ・ ・・・・ 170

C. jejuni 0 3 2 0 0 1 1 6 1・・ 6 

Y. ente1'ocolitica 0 0 0 0 0 1 I 1 i 

StaPh. aureus 0 6 5 4 2 0 I 17 

Cl.ρe1f1'jngens 0 2 3 0 1 0 I 6 I 13 0 

Cl l:otulim4m 0 0 0 0 0 0 1010 O 

計 I 1 1916  7 99  161120 0 6 

-印は検査せず
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菌種別では特におlmonellaが 61株中 31株 (50.8%)

で最っとも高頻度に分離され， 次で ~taphylococcus 

aureus 17株(27.9%)，Campylob.2cterと Cl.ρ0・friengens

は共に 6株 (9.8%)，Y. enterocolitica 1株(1.6%)の

順であった。検体別のおlmonella分布は，鶏モモ肉10

検体中8検体で最っとも高く，次で豚腸10険体7検体，

鶏手羽肉と豚挽肉は共に10検体中 6検体，豚並肉101負体

中3検体，鶏卵10険体中1検体のJI頂であった。

S.:umonellaの血清型別は表2，表3に示すとおりO

群別ではB群が31株中19株 (61.3%)，C13株， Czl株，

E13株， F，Gともに 1株， G23株であった。

菌種別の割合は S.derby25.%， S. tYPhimurium 16.1 

%， S. stanly， S. london 及びS.havanaが9.7%，他血

清型は3.2%であった。複数菌分離株は豚腸検体より，

S. london十S.derby及び S.london十S stanlyの2検体

の組合せが認められた。

魚類倹体からの分離菌は表1，

8.ρretoria (1) 

!i. df.1"by (4) 

δ. heidelberg (1) 

&σgona (1) 
S. livi昭 stone(1) 

!i. caledon (1) 

8 stm山'Y(1) 

!i. infantis (1) 

8. blockley (1) 

8. london (1) 
，，，. havana (2) 

VII(5) ， UT(6) 
UT(5) 

株を分離した。菌種別では

型別不能のCl.ρerjヲ・iengens

13株 V.p!l1'ahaemolyticus 

7株で 6種類の血清型

に分けられた。また，刺身

検体における細菌汚染検査

として，一般生菌数は夏期

に105/g ，冬期に103~ 1O4/

gに，大腸菌群数は夏季に

102/ g ，冬期101/g に認め

られた。

(株数)型1青

2表に示すとおり， 20 
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一方， 下痢便からの菌検索成績は表4に示すとおり

278検体中108検体(38.8，%)が分離された。

表 4 急性胃腸炎患者下痢便からの菌分離成績

分離菌|株数l血清型(株数〉

Salmonella 

E. coli (EPEC) 

E.coli (ETEC) 

V. par，σhaemolyticus 

C:zmpylobacter 

Shigell:z 

Cl.ρerfringens 

11 I Sゅμmurium(9)

川i仇 tis(l)
8.havana(1) 

10 1026; K60(2)， 044; K72(2) 

055 ; K59(1)， 086a ; K61(2) 

0111; K58(1)，0126; K71(l) 

0143 ; K x 1 (1) 

2 i 0148 ; K +(2) 

3 I 02 ; K 3(2) ， 04; KlO(l) 

50 I 

1 I Shigella flexneri 4a(1) 

3 I A4(2)， A 13(2) 

その 他 I28 

そのうち既知病原菌は79株 (28.4，%)でその他の分離

株は次の13菌種28菌株で、あった。

Alkalescens-Disρar (2)， Aeromonas hyめ・oPhila(4)， 

Klebsiellaρneumoniae(3)， Klebsielb oxytoca (3)， Proteus 

morganii (1)， 5err:ztia marcescens (2)， Pseudomonas 

aeruginosa (4)， Pseudomonas ρutrefaciens (3)， 

Acinetobacter calcoaceticus (2)， Entel.obater cloacae (1)， 

Flavobactirum sp. (1)， Candida albicans (1)， 5tl.φtcoccus 

faecalis (1)， 

( )内は分離菌株数。

C. jejuniは 108株中50株 (46.3，%)を占め，もっと

も高頻度に分離された。次で E.coli (EPEC) 9.3，%， 

V. tm・:zhemol ytic u sとCl.pel~ρ.ingens は共に2.8% ， E. 

coli (ETEC)は1.9%，ShigellaO. 9%であった口

複数分離菌種は表5に示すとおり C. jej仰 7I との組

合せのみが分離株に対して 5.6%の割合に認められた。

C. jejuniの分離状況を Campylobacter腸炎患者50人の

性と年令分布をみると，表5に示すように性別及び年令

区分に関わりなく，分離されていることを示している口

また本菌は殆んどの検体から 105~107/g の菌数の割合

で、分離された。

以上のように，食肉の劫lmonella汚染が著しく高く，

特に豚肉に比較し鶏肉より高度に認められた。また血清

型別において鶏肉から検出された菌型は S.del'by及び

o'. tYPhimuriU1仰が高率で全国的な傾向にあることが明ら

かとなった。 Staphylococ.:usaureusの検出率は食肉全体

からの割合では34%で，その内訳は鶏肉55%，豚肉30%

と高く，コアグラーゼ型別は食中毒において頻度の高い

N型， VII型で Salmomellaの汚染に次で食品衛生上重

要である O 次に C.jejuni 分離は1979年以降，相次で

報告され，特に，散発下痢症に関する報告が多くみら

れ，本菌に対する関心度が深いことを意味している D ま

た本菌の食中毒発生例も増加にある42，43)。当所におし、て

も集団1事例仰を経験したことから環境汚染の1部とし

て犬糞便からの分離を試みたところ， 5.5%に検出され

た。この検出率は秋吉ら45)報告した検出率4.5，%に， 仲

西ら46)報告の検出率4.7%にほぼ匹敵する O また， 鶏肉

から検出率は本調査で16.7%に認められ，仲西ら46)は10

Mの成績を得ている O 本菌の散発事例数の増加傾向か，

らサルモネラと同様に食肉，環境への汚染が高いことが

推測されるが， 更に調査の必要があると思われる O 一

方，下痢症の原因菌としても，本菌の検出頻度が高く，

広い年令層から分離され，村田ら43)の報告のように通年

性であるようにうかがわれる O

なお本成績は中間報告であり，調査終了において別に

考察を加える予定である。

本稿を終えるにのぞみE.coli

表 5 C. jejuni 分離50患者の性及び年令分布 (1980.6~1981. 5) (ETEC)に関する参考文献並

びに試薬の君、与且つ御指導下さ

れた東京都立衛生研究所微生物

部工藤泰雄先生に感謝の意を表

します。

~¥¥  性別|年 令 別

|例数 o4 7 13 16 20 30 40 50ω70 
男女 I I I I I I I I I I I I 

単独，複数分離の別 ¥l l i3 61215192939495969 
C. jej仰 ionly I 44 I 21 23 I 5 5 5 2 6 5 7 3 4 1 1 

十S.infan的 1I 1 0 

十C.ρerfringensI 2 I 2 0 

十E.coli(EPEC) I 1 I 1 0 I 1 

+E. coli(ETEC) I 1 I 0 1 I 

+ Alkalescens- 吋 l凡， i 
Disρar ム iV ム

1 1 

計 I50 I 25 25 I 6 5 6 3 6 6 9 3 4 1 1 
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なお本調査成績の要旨は第34

回日本細菌学会東北支部総会並

びに第16回青森県環境保健部研

究発表会において講演発表し

7こO
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陸奥湾産ホタテ貝における腸炎ビプリオ

大友良光 豊川安延 野呂キョウ

はじめに

我国における食中毒事件数は例年1，200件前後で，そ

の約6割は細菌性食中毒である。その主な原因菌として

腸炎ピブリオ，ブドウ球菌，サルモネラ属菌等があげら

れるが，なかでも腸炎ビブリオは細菌性食中毒事例全体

の40~60% と圧倒的に多い 1) 本県においても昭和36

年2)に発生した 4件の食中毒事例で初めて腸炎ビブリオ

が分離されて以来，ほぼ毎年のように本菌による食中毒

が発生している O とりわけ昭和56年 7月下旬から 9月上

旬にかけては， 20事例以上とL、う例年になく多い発生数

であった。これら多くの事例に関係した食品の中には陸

奥湾で、漁獲されたウニ， ホタテ貝等が含まれていたた

め，我々は陸奥湾における腸炎ビブリオの汚染状態の調

査を計画した。今回はとりあえず陸奥湾産のホタテ貝に

ついて調査し，本年多発した腸炎ビブリオ食中毒につい

て若干の疫学的考察を加えた。

材料及び方法

検査材料: 昭和56年 8月25日から 9月14日にかけ

て，図に示した5地点から採取された地播及び養殖のホ

タテ貝 [Pecten(Patinopecten) yessoensis J合計50検体

を検査材料とした。

O 

青森市

図1 検体採取地

原液50mlを450mlの食塩加ポリミキシンブイヨン(日水

製薬)に接種し 3TC1夜培養後， BTBティポール寒

天培地(日水製薬〉で3TC1夜分離培養し，腸炎ピプリ

オと思われる集落を 1%に塩化ナトリウムを加えたT8

I寒天培地(日水製薬)と LIM寒天培地(日水製薬)

に釣菌して3TC1夜培養した。腸炎ピブリオの性状を示

した菌については更に生物化学的性状と血清学的性状を

検査して腸炎ビブリオと同定した。分離菌の神奈川現象

の検査にはヒト血球を加えた我妻変法の神奈川現象検査

培地(栄研)を用いた。 ‘方，腸炎ビブリオの検査とあ

わせてデスオキシコール酸ナトリウム培地(栄研)を用

い大腸菌群の定量も試みた。

結果

表1に示したとおりホタテ貝50検体中33検体 (66%)

から腸炎ピブリオを検出した。貝の飼育別にみると地播

では33検体中28検体 (84.8%)，養殖では17検体中5検

体 (29.4%)が陽性であった。

表1 ホタテ只における腸炎ピブリオと大腸菌群

検出検体数

飼 検腸炎ビブ 大腸菌群検出検体数
地点育 体リオ検出一一 10 一一←ー
別数検体数くlO/g-'-'1支102/g)1 X 102/g 

(地播 9 9 6 3 O 
8t. 1 養殖 6 2 3 2 

5 O 4 2 

t. 養殖 5 1 5 。 O 

8t.3 地播 6 2 3 3 O 

S 41 f地播 6 6 O 4 2 

t. 養殖 6 2 4 2 O 

8t.5 地播 6 6 O 6 O 

地播計 33 28(84.8%) 9 20 4 

養殖計 17 5(29.4%) 12 4 1 

合計 50 33(66.0形) 21 24 5 

分離菌の血清型は表2に示したとおり， UT (型別不

検査方法:ホタテ貝のむき身全量に，それと等量の滅 能〉株を除くと14種類にわたり，このうち 4検体以上か

菌生理的食塩水を加え， 8TOMACHER (Lab-Blender ら検出された血清型は表2に示すとおり K28: 02， K68 

400，8eward社)で分散懸濁させて試料原液とした。この : 011， K42: 04， K25: 011， K34: 04であったっ
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が 2.3%前後と腸炎ピブリオにとって最も適した環境に

あるので海水温度の変化によりその増殖が大きく左右さ

れる O つまり海水温10
0

Cでは全く増殖せず， 15
0

Cでは僅

かに， 20~20oC では急速に増殖する O 逆に海水温度が10

℃以下になると死滅し始めるが4) 一部の菌は海底泥5)

小型貝類5)などで越冬する O

本調査は一連の腸炎ピブリオ食中毒の終息時期に行っ

たため，ホタテ貝における腸炎ピブリオ汚染と食中毒と

の関係を明確に述べることはできないが，ホタテ貝は腸

炎ビブリオだけでなく大腸菌群にもかなり汚染されてい

る事実が判明したD 一般に海洋由来検体における腸炎ピ

ブリオの汚染度合は大腸菌群の汚染と密接に関係してお

り4人今回の調査でも地播ホタテ貝では腸炎ビブリオ，

大腸菌群ともに汚染度合の高いことが示された。

今回分離された腸炎ビ、ブリオは病原性の指標となる神

奈川現象が総て陰性であったが， 血清型についてみる

と，本年本県で食中毒関係材料から分離された血清型と

同ーのもの (K28: 02， K20 : 03， K34 : 04， K42 : 04) 

が分離されており疫学的に非常に興味が持たれる O

今後は別の機会に，ホタテ貝にかぎらず，陸奥湾の海

水，海泥等の検体も採取してより詳細な調査を行い，そ

の成績を本県の腸炎ピブリオ食中毒予防の基礎資料にし

たし、と考えている。

分離した腸炎ビブリオの血清型別と

それを検出した検体数及び地点数

腸炎ビブリオ
陽性地点数

地播養殖計

表2

腸炎ビブリオ
陽性検体数
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とれらの菌株が分離されたホタテ貝の採取地点を表3

に示したが，菌の分布にきわだった特徴は認められなか

っTこO
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血清型

K28 : 0 2 

K68 : 011 

K42 : 0 4 

K25 : 011 

K34 : 0 4 

K15 : 0 5 
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K55 : 0 4 
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日本細

献

腸炎ピプリオ.

文

分離頻度の高い腸炎ビブリオの各血清型の分布地

地点番号

St. St.2 St.3 St.4 St.5 

K28 : 0 2 十 十十

K68 : 011 + 
K42 : 0 4 十

K25 : 011 

K34 : 0 4 

十

十

十

十

十

十

表 3

血清型

十

ホタテ貝における大腸菌群の汚染度合については表1

に示すとおり 21検体がく1O/g ， 24検体が1O~1 X 102/g，そ

して5検体が>1X 102/gで、あった。飼育別にみると地播
ではlO~lx 102/g，養殖で、はく10/gの検体が最も多かっ

た。

+ 

き

腸炎ピブリオは最も増殖の速い細菌に属し，培養条件

しだし、では 7.6分とし、う細菌の中では最も短い分裂時聞

が報告されているの O この旺盛な発育は食塩濃度と温度

に大きく影響されている O 特に海洋においては食塩濃度

- 16-

ヵtとあ



青森県衛生研究所報 18， 17--22 1981 

青森県地方の野烏におけるインフルエンザ

ウイルスの調査

阿部幸一 佐藤允武 石川和子 根路銘国昭事

石田正年牢大谷 明*

緒面

ヒトのインフルエンザウイルスの起源がトリ型インフ

ルエンザウイルスに起因するらしいとし、う生化学的証拠

1.2)が示めされて以来， 鳥類主に家きん類から直接イン

フルエンザウイルスを分離しようとする試みがなされて

きたが，ト14)現在の所，新型インフルエンザウイルスの

出現に関して，十分解明されていなく， 2つの仮説がたて

られているにすぎなし、。その 1つは動物のインフルエン

ザウイルスがヒトに馴化して， ヒトの世界で新型インフ

ルエンザウイルスとして流行するという考え方と 15.16)， 

ヒトと動物インフルエンザウイルスの間で， )口伝子組み

替えが起って，新型インフルエンザウイルスとして出現

するという考え方である 17.18)口最近になって，カモ類に

多種類のインフルエンザウイルスが存在していることが

明らかとなり 19~2o) 新型インフルエンザ、ウイルス出現

にどのような役割を果しているか関心が高まってきてい

るO そこで我々は今回，青森県地方に地生しているカモ

通称ミ地カ、、モミ及び渡り鳥を中心とした野生鳥類よりイ

ンフルエンザウイルスの分離を試み，かつヒ卜インフル

エンサウイルスとの関係を探る目的で調査を行った。

材料及び方法

A) 材料

① 分離用材料:1980年9月から11月に亘って，有吉

鳥獣駆除または狩猟の目的で射ち落されたカモ1ω
羽の~[ti頭及び総排世口より 310 検体採取し，また白

鳥の検体は1980年12月から 2月にかけて飛来地に落

ちている糞便35を採取したものを使用した。

② 検体保存液 0.5%ウシ血清アルブミン，ベニシ

リン G2000Unit/ml，ストレプトマイシン2.5mg/

ml，ゲンタマイシン60μg/ml，ファンギゾン25μg/

mlを含む199緩衝液を使用した。

③ ウイルス:パラミクソウイルスは， NDV-‘石井

株 Yucaipa/chicken/Calfornia/60， turkey / 

Wisconsin/68， Bangor /finch/N. Ireland/73， 

Parake et/N eth/449/75， duck/HongKong/03/75， 

pigeon/Otaru/76， duck/HongKong/199/77を使

用し，インフルエンザウイルスは， A/RI/5 + /57(H2 

N2)， X-5054(H2Nl)， X-7， F-1(目。N2)，A/FM/1 

キ国立予防衛生研究所

一-17 

/47(HINl)， A/NJ/8 /76(HsW1Nl)， A/Singapore 

/1/57(H2N仏 A/Ai比chi/2/68(H日N2ρ)， A/FPV/ 

Duch/2 

/49 (Havη2 Neg剖1)， A/duck/England/56(Hav" 

N aVl)， A/dua/Czech/56(Hav4 N aVl) ，A/tern/ 

S.Africa/61(Hav5 Nav仏 A/turkey/Mass/3740 

/65 (Hav6 N2)， A/duckjUkraine/1 /63(Hav7 

Negふ A/turkey /Ontario/6118崎8(HavsNav4)'

A/turkey/Wisconsin/66(Hav9 N2)を使用した。

④ 免疫血清:(}1に記述した標準株をウサギ，ニワト

リ，またはモルモットに接種して作成したものを用

L 、7こO

B) 方法

① ウイルス分離:綿俸を入れて保存しておいた検体

保存液を 4oc で 1~2 時間静置後，その上清を 8~

9日令の発育鶏卵に接種して行った。

② ウイルス同定:H 1試験は血清をRDEで処理し

てマイクロ法で， N 1試験はWHOの標準法に従っ

たが27.23'，ヘモアグルチニン (HA)に対する抗体

よる立体障害を防ぐため，反応液にo.5%TritonX-
100を加えた。 また二元免疫拡散法 (D1 D)のゲ

ル組成は ~100 P B(→100mlにNac1 4 g， Agrose 1 g， 
NaN20.1g加えたものを使用した。 なお抗原及び免

疫血清には使用時に10，%S D S (Sodium dodecyl 

sulfate)を加えて用いた。

成 高責

カモの検体310より38株のHA陽性因子が得られたが，

白鳥の糞便材料35からはHA陽性因子が分離されなかっ

た。また採取部位の違いによる分離数は咽頭由来の材料

より総排世口の方が明らかに高い分離数を示した。(表1)

パラミクソウウイルスまたはインフルエンザウイルス

に対する免疫血清を用いH1， N 1試験でHA陽性因子

38除の同定を行った所，パラミクソウイルスで、あるND

Vが14株， duck/HK/D3/752株， duck/HK/199/77 

1株であることが明らかとなった。インフルエンザウイ

ルスは Hav6N2亜型9株，Hav7N2亜型1株， Hav7Neg2 

亜型2株， Hav!JN2亜型1株であることが判明した。
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表2

抗原型

表1 カモの種類による分離数

部 位

l 咽 頭 i総排世口|

カルガモ 2/129 29/128 31/257 

コガモ 0/7 0/8 6/15 

ヨシガモ 0/2 1/2 1/4 

ハジロガモ o/11 0 /11 0 /22 

ガモ 0/2 0/2 0/4 

明 0/4 0/4 0/8 

鳥 o/0 0 /35 0 /35 

計 I 2/155 I36/19o 38/345 

分母:分離材料数 分子:分離数

計類種

マ
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分離株のパラミクソウイルス免疫血清に対するHI試験

分 離株
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表3

2 R 3 R 

2048 1024 

免疫血清

(Homo titer) 

NDV (4096) 

Yucaipa(4096) 

Bangor (4096) 

N eth (16384) 

Wi scons in( 4096) 

D-3 (2048) 

199 (8192) 

Otaru (2048) 

-: 32倍以下

分離株のインフルエンザウイルス免疫血清に対するHI試験
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分離株
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表 5 分離株の N A 1試験

免疫血清 分 離 株

(Horr.o titer) 38R 41R 47R 57R 62R 67R 71R 72R 74R 78R 135R 139R 

N2 (3200) 3200 3200 3200 3200 3200 3200 3200 3200 3200 400 

Neg2 (6400) 6400 1ωo 

NaV4 (1600) 

-: 50倍以下

表 6 変異種ウイルス表在抗原の分析

各抗血清に対する HI価: NI価
ウイルス抗原

A/包ingapore Rl/ 5十 turkey/ Mass 79R一HA A/Singapore (N2) 

A/Singapore/1 /57 (H2 H2) 

A/Rl/5+ /57 (H2 H2) 

A/turkey/Mass/3740/65(HaV6 N2) 

X-5054 (H2 N 1) 

X-7， F-1 (Ho N2) 

79R 

90R 

ND  : Not done く:32倍以下

1024 

ND  

く

ND  

ND  

く

128 

また同時に同定の極めて困難なウイルスが分離され

た。この分離株79Rは， H 1試験で A/Singapore/1/ 

57や， A/turkey/Mass/3740の免疫血清に全ったく反応

しなかった。しかし逆に79RのHA抗原で作成した免疲

lirri古には， A/Singapore/l /57， A/turkey/Mass/3740 

は低いながらも反応した。

また HaV6N2亜型と同定されたSORは DID試験

で図1にみられるように A/turkey/Mass/3740のHA

抗原に反応し沈降線を形成したが， 79RはこのHA抗原

との間で著明な沈降線がみられなかった。しかし不思議

なことにA/Singapore/1/57がこの HA抗原との聞に

沈降線を形成した。図2では79RのHA抗原との間でso
RとA/Singapore/1/57は薄い沈降線を形成したが， A

/turkey /Mass/3740は沈降線を形成しなかった。またA

/Singapore/1 /57のHA抗原との間ではいづれの株の

HA抗原も反応しなかった。

79RのNA抗原はNI試験及びDID試験でA/Sing-

apore/l/57のNA抗原とよく反応しN2型抗原と判明し

た。またHA抗原は90RのHA抗原が， 79RのHA抗原

で、作成した免疫血清にDID試験で反応したので、仮りに

HaV6?とした。(図 1，2) 

このHavtI?N2亜型はニワトリ胎児に対して強い病原性

を有し，胎児を出血性病変死させた。

ND  32 64 4096 

8192 128 128 4096 

く 4096 64 4096 

4096 128 64 く128

く 128 32 4096 

く く 4096 4096 

く 1024 32 4096 

考 察

我々は今回，初めて青森県における，野生鳥類とくに

カモ類を中心にインフルエンザウイルスの保有状況を調

査し，同一地域，同一時期に種々のパラミクソウイルス

とインフルエンザウイルスがカモ類に存在していること

を明らかにした。このことは山根等23)がすでに報告して

いる成績と一致する O またウイルスの分離状況を時期的

にみてみると 9月の上旬はNDVのみが分離されてい

たが 9月の下旬より種々のウイルスが分離され始める

傾向にあった。これは北方より渡り鳥が飛来してきたた

めに，種々のウイルスがもたらされたと考えられ，渡り

鳥がパラミクソ及びインフルエンザウイルスの伝幡者と

して重要な役割を果していると思われる O

分離されたノζラミクソウイノレスはND V ， duck/HK/ 

0-3/75， duck/HK/199/77の3種であった。山根等25)は

カモより弱毒性のNDVを分離したと報告しているが，

今回我々が分離したNDVの病原性については明らかで

ない。また duck/HK/0-3/75や duck/HK/199/77につ

いては石田，芝田等29)がほぼ同時期に白鳥やカモより分

離しており，渡り鳥の聞に広く存在しているウイルスと

考えられる O

今回我々が分離したインフルエンザウイルスは HaV6

N2亜型9株，Hav7H2亜型1株， Hav7Neg2亜型2株，

- 19 



図1

図2

図1，2 図1

中央の穴には免疫血清を入れ，周回の穴には抗原を入れた。

Mass : A/turkey/Mass/3740 

Sing : A/Singapore /1 /57 

79， 90:分離株， 342: Hav6の分離株

Nz : A/Singapore/ 1 /57のNA抗原で、作成した免疫血清

Hav6 : A/turkey/Mass/3470のHA抗原で、作成した免疫血清

Hav61. : 79RのHA抗原で、作成した免疲血清

Hz : A/Singapore /1 /57のHA抗原で、作成した免疫血清

図1，2 

三元免疫拡散法による抗原分析
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HavgN2亜型1株及び:HaV6?N2亜型1株であったが，

HaV6?N2亜型以外はすでに日本を含めた世界各地で分

離されており 3，5-7，9，12，14，20，22，23，25)カモなどの渡り鳥に

よって広く伝幡されていると考えられる O また Hav6N2 

亜型が他のインフルエンザ、ウイルスに比べ，多く分離さ

れたが，このウイルスがカモの間で流行している株なの

か，または特に伝染性が強いウイルスであるのかは興味

ある点である O

79Rは90R(HaV6 N2亜型)がDID試験において，

79Rの免疫血清に反応したので，仮りにHA抗原を

HaV6?としたが， H I試験で Hav日を含めた他の免疫血

清に反応しなかったことや， D 1 D試験で A/turey/

Mass/3740の免疫血清との聞に著明な沈降線を形成しな

かったことを考えると，極端にHA抗原が driftをおこ

しているか， または新しい型のHA抗原を有したイン

フルエンザウイルスの可能性が考えられる。 また A/

Singapore/1/57がHI試験及びDID試験で'A/turkey

/Mass/3740や79R(HaV6? N2亜型)の免疫血清に反応

しているがこれが真の Crossかどうか現在検討中であ

る。

我々は青森県における野生鳥類とくにカモ類のインフ

ルエンザウイルスの保有状況を明らかにしたが， 今後

Hav日?N2耳石型の抗原分析及びその病原性， さらにヒ卜

と動物インフルエンザウイルスとの関連性などを含めこ

れからの課題としたい。
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ヘノレペスウイ/レス (HSV)免疫家兎血清における

受身溶血 (PHL)法による特異的 1. lf型抗体検出の検討

佐藤允武 阿部幸一石川和子秋山 有

川名林治*

はしがき

ヒト血清におけるHSV1， II型抗体の検出は両型ウ

イルスの交叉が大きいため至難で、あり，ただ単に L II 

型ウイルスに対する抗体を測定しでもこれをもって I型

抗体あるいはE型抗体などと論ずることはできない。特

にE型抗体は通常I型感染後の感染によって獲得する関
係から，その検出は困難であり，これに対処するために

これまでいくつかの方法が開発されてきた1~4) しか

しこれらの方法はし、ずれも煩雑な操作が必要であり，

日常の検査として利用するには難点がある O そこで，こ

の特異的1， II型抗体の迅速検出に，最近我々の開発し

たPHL法5)が利用できるか否か検討したので、報告す

るO

ルスが分離された5例の患者ベア血清で東大産婦人科川

名尚博士から分与されたものを使用した。

3 ) 吸収血清の作製:試験管内と一部マイクロトレ

イ内でおこなった。すなわち，前者で、は一定に希釈した

数列の血清に弱から3.0単位(最高の完全溶血を示す最

少の抗原量を1単位とす)の抗原を加え，3TC 1時間，

4
0

C24時間放置し吸収した血清をマイクロトレイ内で希

釈，また，後者では予め血清をトレイ内で、希釈した後，

%。から党単位の抗原を加え，前者と同様の時開放置し

た液を吸収血清とした。

4) 検査術式:既報5)とほぼ同様であるが添加補体

は1: 30を1: 20へ，溶血反応時間は60分を90分とした。

成 績

1) 1， II型免疫血清の異型ウイルス吸収による特

材料と方法 異抗体の検出(試験管内吸収)

1 ) 抗原ならびに感作血球の作製:既報j)と同様に i) 高力価免疫血清:表1に示すように抗HF家

作製したが，感作血球の洗浄には 0.2%BSA加 pH7.2 兎血清[抗日F価1，280，抗MS価1，280以下(1，280，

PBSを用いた。1，280)と表わす〕はMS株の1単位以上の吸収により

2) 免疫血清ならびに患者ペア血清 :HSVI型H (320，く80)0 抗MS血清(1，280， 1， 280)は1.0から

F株， HSVII型MS株を抗原として家兎を免疫して得 3.0単位のHF株の吸収で(く80，160--320)を示しそ

た血清を用いた。ヒト血清は性器へルベス症としてウイ れぞれ特異抗体が検出された。

表1 高力{曲‘免疫血清における特異1， II型抗体の検出

I 型抗体 H 型抗体

1"'-1- Rlll H F免疫血清抗|対照i/''J F，.， 1 吸収源 :MS，単位)

原 |抗体価~~ }2 1.0 1}2 2.0 

H F I 1，280 1，280 640 320 320 320 

M S I 1， 280 640 1ω く80(80 く80

抗 | 対 MS免疫血清(吸収源:HF，単位)

原|照 1 ~~ M }i 1.0 l}i 2.0 2}i 3.0 

H F 11，280 640 640 320 く80 く80 く80 く加 く朗

九'1S I 1， 280 1， 280 1， 280 1， 280 320 320 160 160 160 

ii) 低力価免疫血清:抗日F血清 (200，200)，抗

MS血清 (100，200)は適切な吸収によっては検出され

たが，過剰な吸収(1単位以上)では困難 (50倍以上と

して〉であった。

表2 低力価免疫血清における特異1， II型抗体の検出

型抗体 H 型抗体

抗 | 対 [ …fn清(吸収源 :MS 単位) 抗 ( 対 l MS免疫血清(吸収源 HF，単位〉

原!照対 μH 1.0 1}'2 2.0 原 l 照 i Ys H 始 1.0 1H 2.0 

::~I 制 50 50 50 く50 く50 く50 HF 仰 100 く50 く50 く50 く50 く50

九1Si 200 く50 く50 く50 く50 く50 く50 MS  I 200 200 50 50 50 く50 く50

キ岩手医大，医，細菌学教室
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2) 混合免疫血清における特異1， II型抗体の検出

(試験管内吸収抗HF，MS血清を表3に示すよう

に種々の割合で混合し， HFまたはMS株の弘， 1.0， 

n~単位で吸収し測定した。

表 3 混合免疫血清における特異1， II型抗体の検出

I 型抗体 E 型抗体

S株の吸収力(単価位〕

HFIMS 原 (未吸収)1 % 1.0 1弘

O 800 く50
くく550 0 くく55 0 0 MS  800 50 

2 8i H F 800 100 く〈5500 くく5叩0 九1S 1，600 く50

4 6| H F 800 100 100 100 
MS  800 (50 く50 く50

5 5| H F 800 100 100 100 
MS  1，600 く50 く50 く50

6 4| H F 1，600 200 100 100 
九1S 1，600 く50 く50 く50

8 2| H F 1，600 200 200 200 
九1S 800 く50 く50 く50

10 O l H F 1，ωo 400 200 200 
九1S 1，600 く50 く50 く50

一般に検出目的とする抗血清(特異抗体〉の含有率が

低くなるにつれ，抗体価が低下するが 2割の特異抗体が

含まれると1， II型とも検出可能であった。

: 3) マイクロトレイ内吸収による特異H型抗体の検

出:抗HF，MS血清をヒト血清の抗体価で最も多く測

定される 256倍にそれぞれ調整，種々の割合に混合し，

HF株弘0， ~10，託， 75， ~5単位の 5 段階で吸収し抗体

を測定した。
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M

清比
の

S 

抗 対照 HF株の吸収(力単価位〉

原 (未吸収〕 ろも 1.0 1% 

O 10 
HF  800 200 50 4く0500 
恥1S 1，600 800 400 

2 8 
HF  800 200 く20500 〈20500 
民1S 1，600 800 

4 6 
HF  800 400 100 く20500 
MS  1，600 400 200 

5 5 
HF  1，ωo 400 100 く20500 
民1S 1，600 400 200 

6 4 
HF  1，600 800 100 く10500 
MS  1，600 800 200 

8 2 
HF  1，600 800 100 く10500 
MS  1，600 800 200 

10 O 
HF  1，600 800 200 くく550 0 
MS  1，600 400 100 

結果は上記試験管内吸収法と同様な傾向を示し，特異

抗休の検出は可能であったが抗MS血清1割の存在では

検出困難であった。

4) 性器へルベス症患者血清における特異H型抗体

の検出:表5に示すごとく， HSVが分離された5患者

ベア血清中 3症例から80一一640倍の特異抗体が検出さ
れた。

表 5 性器へルベス症患者からのHSVE型抗体の測定

一山 [ lAPILl-ド |血清採分酎 抗体価収PHL価
I I臨床型| イルス|← 一一一

令|別 I取月日の型別;HF  MS  IHF MS  

1，，0¥ 83 -.M wml  11.12 TT ml 640 640く20 く20
佐O 孝0129男再発型12:L3 II型 640 640くぬ く却

l.，c-t--=，hlL.:":11 6. 3 .+-== 80 く20く却く20
笠O百合Oi26女急性型 7.1未同定 320 320く却 80 

1...， -t--= .hlL.ml 7. 7 TT ml 160 160く40 く40
高O満利0143女急性型 8:6 II主 640 1，280く40 320 

丸O敦oi吋急性型 ::!?E型2fgtigi2認
I.，{¥ -t--= ，IA-ml 10 .15 TT ml  320 320 (20 く20

松O 慶op女急性型1i:28 II型 320 320く20 く却
*東大産川名尚博士によるデータ
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考 察

今日，常用されている抗E型抗体の検出法は両型ウイ

ルス問の僅少の抗原差を中和反応速度の違いで観察する

中和曲線法1)がぬ般的であるが，最近，川名ら2) 大橋

らわにより吸収による検出法が報告された。これは被検

血清中の検出目的外の交叉する抗体を異型ウイルスで、吸

収し，残存する特異抗体を測定する方法である O しかし

ながら，これらの方法は吸収血清に含まれる抗原抗体複

合物を除去するとか不活化などの処理が必要であり，ま

た，検査過程においていずれも直接細胞を使用する関係

から無菌操作が不可欠であり，煩雑さが伴うと共に成績

を得るまでにかなりの日数を要する O この点，本法では

吸収血清中の抗原抗体複合物を含有したまま実施できる

利点があり吸収血清作製日数を加えても 2日程度で検出

可能で，迅速測定には有用と考えられる O 他方，実験成

績で示したように，特異抗体1割の存在では検出不能で

あったように異型抗体と共存する微量の抗体に対する感

度は決して良好とは言えない。 HSV分離者5ベア血清

中 2ペア血清においてE型抗体が検出されなかったこ

とはこの方法の限界を示唆するとも考えられるが，一

方，確実に感染が成立しているにもかかわらず抗体の産

生がみられない症例もかなりの割合で存在するという報

告日)もあり，本成績に関して言えば，必ずしも本法の

検出感度を否定するものではない。ただ，残念なことは

血清量の関係もあって，他の測定成績とは比較しておら

ず，真否のほどは明らかでなし、。

しかしいずれにしても現存の特異抗体の検出法は極

めて微妙であることには変りなく，早急に正確な測定法

の碓立が望まれる。

まとめ

HSV免疫家免血清における特異的1， II型抗体の検

出について PHL法で検討し，次の応績を得た。

1) 1， II型血清を異型ウイルスで、吸収することに

より，残存する特異抗体を検出することができた。

2) 残存する特異抗体は少しぐらいの過剰ウイルス

吸収によっても低減をみなかった。

3) 同じ程度の抗体価を示す1， II型の免疫家兎血

清を種々の濃度で混合し，特異抗体を測定したところ，

2割の特異抗体が含まれていれば， 1， II型とも検出可

能であった。

4) H SVが分離された性器へルベス症患者5例に

つき，特異H型抗体の測定をおこなった結果， 3{J1肋、ら

検出できた。

稿を終えるに臨み，貴重な，患者ベア血清を分与くださ

いました東大産婦人科 川名尚博士に厚く謝意を表しま

す。

なお，本論文の要旨は第29回日本ウイルス学会総会で、

発表した。
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陸奥湾内における下痢性貝毒調査結果について

(昭和53，54， 55年度〉

秋山由美子 宮田淳子 古川章子 小鹿 玉E
日

小林英一

まえがき

昭和52年6月に，本県の八戸地方でムラサキイガイに

よると思われる食中毒が発生した口

また，昭和53年 6月には，茨木県日立市でもホタテガ

イによる集団食中毒が発生し食品衛生上大きな問題と

なった。その中毒症状はし、ずれも，昭和:51年および52年

に宮城県を中心とする三陸沿岸で発生したムラサキイガ

イによる食中毒に類似し1)下痢， p匝吐，腹痛等を主な

症状とするものであった。

安元らは，これら一連の食中毒の原因は，細菌による

ものでなく，又，既知の麻ひ性貝毒とも異る新しい型の

食中毒であり，特定プランクトンにより毒化された貝類

の摂食により起こる， いわゆる下痢性貝毒(脂溶性貝

毒)であることを報告した1)2)3)4)5)。

この種の食中毒の発生を未然に防止するためには，生

産地における貝毒の蓄積に関する監視が必要であり，従

って，本県においても，昭和53年から「赤潮，特殊プラ

ンクトン予察調査Jの一環として，貝毒測定調査を行っ
てきたので，その結果を報告する O

調査方法

1 .調査期間

昭和:53年 5月~昭和56年 3月

2.調査資料および方法

試料および調査方法については，図-1，および表一一1

に示した。

ホタテガイについては，陸奥湾内に設定した5定点，

ムラサキイガイについては野内産のものを主に調査し

た。更に，必要にtt¥じ，その都度，追加調査した。

試料の搬入は， 青森県水産増殖センターおよび， 青

森，むつの各保健所が担当した。

3 .毒力の測定

昭和53年 5月および昭和53年7月付厚生省環境衛生局

乳肉衛生課事務連絡に示す検査法に従ったの。

(1) 抽出

試料をブレンダーカップに移し，アセトンでホモジナ

イズ抽出。抽出液をロータリーエパポレーターで減圧濃

① (蟹田・蓬田・平舘・三厩

② |野内・原別

③ |東田沢・間木

④ |野辺地

⑤ l川内

図-1 湾内の調査地点

縮。濃縮物を少量の水とジエチルエーテルで、分液ロート

に洗い込み軽く振とうしたのち，水層を除く O 次にジエ

チルエーテルを水で、洗浄後，ジエチルエーテルを留去し

て濃縮する O

(2) 試験溶液の調製

濃縮物をすべて 1% Tween印生理食塩水に懸濁さ

せ，目盛付試験管に移し，一定量としこの懸渇液を試

験溶液とする O 高い値の毒力を測定するときは， 1 % 
Tween 60生理食塩水を用いて希釈液を調製する O

(3) マウス試験

試験溶液又は，その希釈液をパイプレーターを用いて

均一な懸濁液としそれぞれのO.5ml，又は 1.0mlを体

重16~20gの ddY一系雄のマウス各 3 匹の腹腔内に投与

する O 投与してから24時間後にマウスの生死を観察し

1群 3匹中 2匹以上のマウスが死亡した最小投与量を求

め，最小投与量および最大希釈倍数から毒力を求める O
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月
2 1 12 67  8 9 10 

一一野内・野辺地定点一一

一一野内・野辺地定点一一
←一野内・野辺地定点一一
一一野内・野辺地定点
5定点

部位

11 

一野内・野辺地定点一一一
一一一一野内定点一一一一一
一一一野内・野辺地定点一一一一

-5定点一

流通品

野内定点

一一一野内・野辺地定点一
一野内定点一一一
一野内・野辺地定点一一一

5定点一一一一

一
一一一

方査調表~1

年度| 貝の

ムラサキイガイ

水深別・貝の大きさ類種 5 4 

地まき (成貝)
垂下 10m(幼貝)
垂下 20m( " ) 
垂下 20m(成貝)

/幼貝L垂下 20m(~~) m ~成貝/

イカア

53 
タオ、

地まき (成貝)
垂下 10m( " ) 
垂下 20m( " ) 
(垂下却地まき m ( " ) 

地まき ( " ) 

ムラサキイガイ

54 

55 

に示した。調査結果および考察

各年度の調査結果は各々表-2，表-3，および表-4

採取場所|ムラサキイガイ|

同雪!-tt-l一白iJ| 野 内 l 野

1?fJ円( 内 l田jlAA地まき11九
. 5.261 ! 2.01 1 nd 0.5 nd 1 
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叫
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10 

24 

20 

10. 2 
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注:0.3MU/g以下を ndとした J

単位MU/g(中腸腺当り〉

ホタテガイ

辺地|浦田|蟹 田|東田沢|川内

殖 |養殖地主養殖 |養殖 |養殖地主
mm 地まき l(2ó~) き i(2Ó~抑制m)地まき|(mm) き-

昭和53年度

nd 
1.0 
0.5 

下痢性貝毒調査結果

nd 5.0 

nd 
nd 
1.5 

つ臼表

1.5キ0.7キ

nd 

nd 

nd 

nd 

nd 
0.8牢

nd 

nd 

nd 
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nd 
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UハU

1.0 
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nd 
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表-3 昭和54年度下痢性貝毒調査結果

同円lhLl是正義4Llit-ム:品地LEL;;長地:~I 平 屋土舘

54. 4. 12 1.25 nd nd 

17 0.3 nd nd 

23 nd nd nd nd 

24 nd 

30 nd nd 

5. 7 nd 1.0 nd nd nd 

10 nd 

14 nd 

16 nd 1.0 nd nd 

17 nd 

21 nd nd nd nd 

23 nd 

24 0.3 

28 nd nd nd nd i 
29 nd 1.0 

30 nd 

6. 4 nd nd nd 0.3 nd nd 

5 nd 

8 nd * 

10 nd 

11 3.0 0.3 nd nd nd 

18 nd 3.0 nd nd nd nd nd 

25 nd nd nd nd nd nd nd 0.3* 

7. 2 nd nd nd nd nd 

9 nd nd nd nd nd nd nd 

6 nd * 

12 0.3ホ

13 nd 

16 nd nd nd nd 

17 nd nd 

23 nd 0.5 nd nd 0.3 

24 nd nd 

30 nd nd ...d 

8. 2 1 * nd 

6 nd 

7 nn 

8 nd 

14 

15 nd 0.3 nd nd 0.3 

20 nd 

22 nd 0.3 nd nd nd * 0.5 nd 

23 1 * 

27 nd nd nd 

29 nd nd nd nd nd 

30 nd 

10 nd nd nd nd nd 

9. 25 nd nd nd nd nd 

10. 15 nd nd nd nd nd 

11. 11 nd 

13 nd nd nd 

16 nd 

55. 2. 18 nd 

22 nd nd 

3. 11 nd 

14 nd 

17 nd nd nd 

19 

24 

25 

29 

31 I nd 
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採取場所 iうラ!サう i ホ タ テ ガ イ
および養殖卜---ー|一一一 l ア 一一一一寸一一 一ーァ ー----，-一一一一一ーァ一一 一一十一一 l 
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56. 1. 15 I nd 0 . 3 

2. 18 I nd nd nd 吋 nd
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表-4 昭和55年度下痢性貝毒調査結果
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個体数と毒力の関係を図-vに示した。毒力の値は，全
て中腸腺1g当りのマウス・ユニット CMUjg) で示し

7こ。

野内，野辺地定点の養殖20mおよび地まきホタテガイ

の毒力の推移をそれぞれ図-ll，図-ID，および図-N
に，尾坂らの海水および中腸腺胃内容のプランクトンの

込

寸

主

c

m
走。

m
会
会

叩
山
地
加
地

-<>一野内
-・一野内
ー.トー野辺地
--{壬-'ff辺土也s 

0.5 
03 

毒

カ

月3 2 12 

野内・野辺地定点におけるホタテガイの毒力の推移

11 10 

昭和53年

6 

図-ll

4 

一←一野内 20m
一・-ー野内地まき
-・--ー聖j'辺f也 20m 
--{壬-'H辺I也 I也まき
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毒
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03 
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野内・野辺地定点におけるホタテガイの毒力の推移昭和54年図一目

月3 

20m 
地まき

20m 
地まき
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野内・野辺地定点におけるホタテガイの毒力の推移
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11 
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09 
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O 
4 

一一+一野内養舵Omめ毒jJ
-一+ーー野辺地 養嫡20mの毒力

一~EHI付水深20m の Dinophysis forlii 

-ー合一ー野辺地 水深20mのDinophysis forlii 

(海水 1e中の出現個体数)

' 

6~ 育

ててて議庄司面守嘩金正一一一一-

7 8 月

図-v下痢性貝毒の毒力と Djuothysisjortiiの個体数

昭和53年は調査を開始した5月末の時点ですでに，ム

ラサキイガイで、2.0MUjg，ホタテガイ(養殖垂下20m)

でo.5'¥1U乍という毒力が認められた。その後， ムラサ
キイガイ，ホタテガイとも 6月と 7月に毒力のピークが

見られた。毒力の最高値は，ムラサキイガイ3.5MUjg，

ホタテガイ1.5'¥1Ujgで， 可食部当りに換算すると， 規

制値 (0.05MUjg)前後を推移している O 以後 8月末

までムラサキガイ，ホタテプfイとも毒力が認められた。

地主きホタテガイについては，毒力は検出されなかっ

fこO

検体の採取場所による違いをみると 7月17，18日の

毒力は，蟹田，野内，野辺地では 0.5~0.8MUjg，東田

沢では2.5MUjg， また川内では1.5'¥1Ujgと地域による

毒力の差が認められた口また，垂下水深による毒力の大

きな違いは見られないが， 10m層よりも20m層がわず、か

に毒力が高いように思われる O

ホタテガイ可食部の部位別による毒力の蓄積を知るた

めに， 25の試料について，中腸腺，貝柱，外とう膜の 3

部位の毒力を調査した。その結果，貝毒は中腸腺からの

み検出され，他の部位からは検出されないことから，下

痢性貝毒は中腸腺に偏在しているものと思われる O

昭和54年度の調査結果では 4月12日に，ホタテガイ

有毒化の先行的役割を果たすと思われる陸奥湾産のムラ

サキイガイから 1.25MUjgの貝毒が検出されたことか

ら，ホタテガイの毒化がおおいに懸念された。そして，

これを裏付けるように 5月7日に，垂下養殖ホタテガイ

- 31 
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(20m)から規制値をこえる1.0MUjgが検出された。

更に， 5月には 2度ほど規制値をこえる毒力が検出さ

れた。しかし， それ以後は， 最高でも1.0MUjgと前年

と比較すると低い値で、経過した。地まきホタテガイにつ

いては， 53年と同様，不検出であった。

全般的に毒力が低く経過し，場所と垂下水深による毒

力の差は，ほとんどみられなかった。

昭和55年度は，今までの調査で a番高い毒力が検出さ

れると同時に， 53年， 54年度の調査では検出されなかっ

た地まき貝からも毒力が倹出されるという大きな特色が

認められた。

5月12日に野内定点の垂下20mの養殖ホタテガイから

は年に比較し 1ヶ月程の遅れで， 0.3MUjgの{ii'iが検出

された。その後も，野内の定点で、は養殖20m貝で、徐々 に

毒力が高くなり 6月2日に 4.5MUjgの高い値が検出

された。その後 6月16日に4.0MUjg，6月23日に4.5

l¥1Ujgと検出され， あとは次第に毒力は低下し 9月8

日に0.3MUjgが検出されたが， その後は検出されなか

った。

野辺地定点の養殖20m〆十、タテガイでは 6月2日に初

めて0.7MUjgを検出した。毒力は6月23日になって，

3.3MUjgと急激に高くなり 6月30日に2.2MUjg，7 

月7日には4.5MUjgとなり， その後は次第に低下して

きたが，0.3MUjgという値が1ヶ月近くも続き 10月

7日を最後にあとは検出されなかった。



野内定点と野辺地定点では毒力のピークに 3週間の差 hysis jortii を報告するとともに， 55年度の地主き貝の

が見られた。これは，原因プランクトンが陸奥湾の西湾 有毒化についても，地まき漁場での多数の Dinoρhysis 

から東湾へと湾内を移動しているためと目、われる jorti出現のためで、あると報告している7)8)9)。

53， 54年度には毒力が検出されなかった地まき貝か 表-5には，ホタテガイの有毒化に伴う出荷規制と解

ら 5月26日の川内から始まり，東田沢，野内と検出さ 除時期について示した。年々，出荷規制の期聞が長くな

れ 6月23日には野辺地でもu.3MUjg検出された口そ り， 55年度は， 53， 54年度にくらべて 1ヶ月近くも長く

の後も引き続き検出され 7月7日には野辺地定点で， なった。

地まき貝として最高の1.5MUjgの値を検出した。 なお，まひ性貝毒についても， 53， 54， 55年度とも月

尾坂らは，海水および中腸腺胃内容のプランクトンの 2回づっ調査したが，すべて不検出であった口

個体数と毒力の対応から毒化原因のーっとして，Dinoρ 

表 5 貝毒によるホタテガイの出荷白主規制と解除時期

年度 ;毎 域貝の種類

怪奥湾
養殖ホタテ幼買

53 
養殖ホタ7成員

54 陸奥湾
養殖ホタテ成具
(中腸腺付)

養殖ホタァ成員
55 陸奥湾 出きホタテ成貝

(共に中腸腺付)

要 事句

貝毒の種類

下痢性

下痢性

下痢性

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 月

%時一一世%

J{¥制ーー今0ちら

%~ 

予{，・6

%e(' 

-規制
。解除

ヨoYI

日%

ロヲ{o

文 南t

1 .陸奥湾においては，ホタテガイの毒力のピークが 2 1 ) 安元健，他:昭和52年度日本水産学会春季大会

回ほど見られる 2) 安元健?他:日本食品衛生学会第34回学術講演

2.ホタテガイの毒化は， 最初， 陸奥湾西湾から始ま 会.

り，徐々に東湾に移動している O これは，湾内におけ 3) 尾坂康，他:昭和54年度日本水産学会科季大会

る原因プランクトンの動きと関係があると思われる 4) 青森県:陸奥湾貝毒発生原因調査報告書 (54年

3.ムラサキイガイとホタテガイの毒化時期を比較する 3月). 

と，ムラサキイガイの方が早めに毒化する 5) 水産庁:東北沿岸における赤潮情報交換事業報

4.陸奥湾では，比較的毒力は低いが，毒化は，長期間 告書.

におよんでいる O そのため，自主規制の期聞が 3~ 4 6) 厚生省環境衛生局:昭和56年 5月19日付環乳第

ヶ月に及ぶ。 36号.

5.養殖ホタテガイと比較して，地まきホタテガイは毒 7) 水産庁:昭和53年度東北沿岸における赤潮情報

力が低い。 交換事業報告書

6.陸奥湾では，まひ性貝毒は検出されていなし、 8) 水産庁:昭和54年度亦潮・特殊プランクトン予

察調査報告書(東北・北海道ブロック). 

9 ) 水産庁:昭和55年度赤潮・特殊プランクトン予

察調査報告書(東北・北海道ブロック)
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青森県の温泉経年変化について(第1報〉

高橋政教 桶田幾代 野村真美 小林英一

緒言

県内温泉の化学的，地質学的特性についてはすでに多

くの報告がなされており，これらは温泉の利用適正化に

役立つている。しかしながら温泉はその複雑な湧出機構

から泉質変化する可能性があり，特に近年温泉の乱掘，

乱揚水等による温泉衰退現象が全国的に問題になってい

る。従って温泉の泉源保護と適正利用を図る目的で，昭

和55年度より県内温泉の泉質経年変化についての調査を
実施してしる O 今回は昭和55年度に行なった成績につい
て報告する。

調査方法

1. 対象泉源および泉質
図1 泉源分布図

表 1，図1に示すように，県内温泉で分析後8年以上

経過している15泉源を地域別に
選び，再分析を行なった。なお，

これら経年変化の比較資料はす

べて当衛研で、行なった分析値で

ある O

2 調査時期

本調査は昭和55年 6月から 9
月の聞に実施した。

3. 調査項目および分析方法

0 ・般化学成分

泉温，蒸発残留物， pH，陽イ

オンとしてNa，K， Ca， Mg， 

Al， Fe，陰イオンとして Cl，

S04， HC03， 溶存ガス成分と

して C02.H2S。

2) 微量成分

Mn， Zn， As， Cu， Cd， Hg， 

F， Pbo 

各項目の分析は鉱泉分析法指

針によったが，Zn， Cd， Pb は

JIS KOl02に準じ原子吸光光度
法により分析した。

表1 調査地区および泉質名

調査地区 lTl司書官l壁安! 泉 質 名

!A l 1139. 7I 16 I含明ばん 石膏一酸性硫化水素泉
I B I 2 I 45 . 8 I 10 塩化士類一酸性硫化水素泉

青森市 I_L_~.~.. 1. _ _  ----c l 

IC I 3 I 44. 7 I 11 I単純温泉

I D I 4 I 45. 2 I 10 I食塩泉

lA I 5 I 45. 1o I 9 I単純温泉
三沢市IB I 6 I 47. 8 I 8 I単純温泉

I C 1 7 I 48. 10 I 7 I単純温泉

手一ーで_~~_I_8 ~~~J__~l._~ヂ\会主二町民君主一一
碇ケ関村 I9 1 37. 3 1 18 1含食塩一塩化土類泉

野辺地町 10 39. 6 I 16 含石膏ー硫化水素泉

板柳町 11 1 40. 4 I 15 1食塩泉

深 浦 町 1 12 I 46. 11 I 9 I含食塩一鉄泉

大 畑 町 I13 I 46. 10 1 9 I単純温泉

平賀町 14I 46. 12 9 食塩泉

上 北 町 I15 I 47. 7 I 8 I単純温泉
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調査結果および考察

1. 泉温(表2，図2参照〉

前調査に比較して泉温の上昇したところ 2ケ所 (Na.1.

12)，下降したところ 4ケ所(Na.2， 3， 4， 9)，他は

ほぼ現状維持であった。特にNム1は25
0

Cの上昇， Na.2は

7
0

C， Na.9はlO"C下降しこれら 3泉源はし、ずれも泉質

変化が認められ，当然ながら泉温の著明な変化は泉質変

化の重要な指標であるO

2. 蒸発残留物(表2，図2参照〉

蒸発残留物の経年変化についてみると，増加したとこ

ろ3ケ所(Na.1，12， 14)， 減少したところ 4ケ所 (Na.

2，4，8，9)， ほぼ現状維持8ケ所であった。特に

表2

著明に変化したNa.1，2， 8， 9は泉質が変化し，泉質

の変化していないNa.4， 12， 14でも主要成分の大きな変

化が認められるO 従って蒸発残留物は，泉質変化の目安

として最も重要である。表3に蒸発残留物と主要イオン

との相関関係を示した。陽イオンでは Ca2十が最も高い

関連を示し，ついで、Mg2+， Na+， K+の順であり，陰イ

オンではClが最も高く，ついで、HC03 であるが，8042ー

は相関関係は認められなかった。一方，No.3，4， 9で

は蒸発残留物の減少とともに，泉温の下降， Ca2+ /Mg2+ 

値の増加，陰イオン中の HC03 の比率の増加が認めら

れ，これら泉源では何らかの原因で地下水の混入が考え

られる O

主要化学成分の経年変化 mg/l 
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3. 主要化学成分の変化

図3に主要陽イオン (Na+， K九 Ca2九 Mg2+) と

陰イオン(Cl-，8042-， HC03-)の三角および鍵座標図

を示した。陽イオンではNo.1，2， 8， 9vこ著明な変化

が認められ，これらはいずれも泉質変化している。 比 1

では Ca2卜>Na+十K+>Mg2十からCa2"一>Mg2+>Na十

十K+に， No.8はNa十十K+>Ca2+>Mg2+からNa+十K十

>Mg2十>Ca2+に， No.9は Na+十K+>Mg2+>Ca2+か

らNa+十K+>Ca2+>Mg2+に，比14はNa十十K+>Ca2十

>Mg2+からNa++K+>Mg2十>Ca2十に各々変化し，陽

100 

イオンで、はCa2+の変化が最も大きし、。陰イオンで、はNo.2

で、Cl-)8042->HCU3から8042
← >Cl->HCU3に，No.4

はCl->804'2->HC03からCl->HCU3一>804'2寸こ， No. 

8はCl->HCu:;-> 804'2ーからHC03->CI-8042ーに各

々変化し，Nム2はCl型から 8042-型に，No.8はCl型か

らHC03 型に各々主成分が変化していることは注目さ

れる O 一方，鍵座標図ではNo.1，8， 9で大きな変化が

認められ，陰イオンよりも陽イオンが著明な変化した例

が多いことと示している O

図3 主要主成分の三角及び鍵座標
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4. 泉質の変化

本調査では15泉源中5泉源に泉質変化が認められた。

化学成分の変化に伴う泉源の主成分，副成分の変化は表

4に示した。 No.1は陽イオン中の副成分であるCa2十の比

率の減少，No.2は陽イオン中の主成分であるCa2+，Mg2+ 

の比率が減少し， 逆にA13+が増加して主成分になり，ま

たガス成分であるH2Sが消失したためで、あり， No.8は陰イ

オン中の主成分であるClが減少し，逆にHC03 が増加

してCl型から HC03一型の泉質になり ，H2Sも消失した

ためで、あり， No. 9は陽イオン中のMg2+が減少してNa十

が主成分に変化し No.lOで、はH2Sが消失したため各々泉

質変化が認められた。これらの泉質変化が火山活動，地

震等の臼然現象由来か，また，乱掘，乱揚水等の人為的

由来によるものかは，今回の成績のみで結論づけること

は困難であり，今後これら点について検討したい。

一方，徴量成分であるMn，Zn， As， F等を大量に含

む泉源が多く存在し，温泉水の飲用利用及び環境汚染と

して問題になる可能性があるため，今後更に険体数を増

やし検討したい。

まとめ

本調査において， 15泉源中5源泉に泉質変化が認めら

れた。この成績でもって県内のすべての温泉について推

表4 泉質の変化した泉源

泉源比 l 前調査成績 l 本調査成績

1 I 含明ばん・石膏 1 含明ばん一
l 酸性硫化水素泉| 酸性硫化水素泉

l塩化土類 | |酸性明ばん泉
酸性硫化水素泉|

8 I含土類税問泉 j含食塩一重炭酸塩泉

9 I含食塩一塩化士類泉|食塩泉

10 1 含石膏一硫化水素泉|石膏泉

察することは困難であるが，相当数の温泉に泉質変化し

ている事が予想されるD 特に硫化水素を含む温泉，ある

いはCa2十Mg2九 A13+，S04~ 等を多く含む複雑な泉質

の温泉ほど泉質変化の可能性が高し、0 ・方，泉質変化の

認められない泉源でも，蒸発残留物の減少とともに泉温

の下降，Ca2+/Mg2+比の増加， HC03 の増加している例

が2，3認められ，これら泉源には地下水の混入が予想

され，組泉の衰退現象の可能性がある。今後更に泉質変

化の原因について究明したい。

本調査を行なうにあたり，御協力いただいた県自然保

護課ならびに各保健所の皆様に深謝し、たします。
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青森県衛生研究所報 18， 39-43 1981 

青森県における先天性甲状腺機能低下症(クレチン症〉

のマス・スクリーニング検査の結果について

山本昌三 奈良みどり キ矢野喬史 *大沢劉三郎

青森県では昭和55年 4月1日より甲状腺刺激ホルモン

(TSH)測定によるクレチン症のマス・スクリーニン

グを栄研イムノケミカル研究所を委託検査機関として選

定して実施した。昭和55年度における検査総数は20，582

例でそのうち判定基準としている 13%Jタイル及ひ、T

SH15μU/ml以上を示したものは576件で再チェック率

は2.8%であった。この他検体不備や検査操作上のトラ

ブ、ルと思われるものが 24件で総再チェック率は 2.9%で

あった。これらの再チェックで52件が再検査(再採血)

の対象となり血中TSH測定の結果 20μU/ml以上の

もの32例， 15μU/ml以上20μU/mlを示したもの19例(1

例は末着で)，以上によりクレチン症2例，一過性高T

SH血症1例及びその疑い 1例の合計4例の異常男が発

見された。

確定診断はし、づれも弘前大学医学部小児科において実

施され直ちに治療が行われた。

l はじめに

先天性甲状腺機能低下症(クレチン症〉はその発生頻

度が4 ， 000~9 ， 000人に 1 人の発生率といわれ本症は放置

すれば甲状腺ホルモンが欠乏するために著明な発育障害

と知能発達障害をひきおこすなど社会的にも重要な問題

であり早期発見，早期治療が必要である O

最近，乾燥櫨紙血液を用いるRIA法の開発により新

生児の血中TSHの測定が可能となり従来から実施され

ている先天性代謝異常マス・スクリーニングシステムに

組み込んで本症の検査体制が確立され全国的に実施され

ている O

本県では， クレチン症の委託検査機関として栄研イム

ノケミカル研究所(以下栄研 1C L)を選定し当衛生研

究所から検体を送付する形で昭和55年 4月1日から業務

を開始した。

なお， 本報告ではTSH及びT4の濃度はすべて血清

値と表示したので，以下(血清表示)を略記しである。

E 方法

1. 使用キッド及びその操作法は表1Iクレチン症マ

ス・スクリーニング実施概要」のとおり O

*栄研イムノケミカル研究所
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表 1 クレチンマススクリーニングテスト実施概要

栄研イムノケミカル研究所

1. 使用キット:クレチンTSHミ栄研=

2. 使用機器:カウンター(マイクロメディック

4/600 

分注機(マイクロメディック

24000型

遠心機(米国 Darnon

3. 検

4. 1呆作

o P R-6000) 

インキュベーター(サンヨー

M 1 R-500) 

ディスクパンチヤー(三田村理研

手動式〉

体:乾燥炉紙血液(生後 4日以上経過

したもの)

法 3mmディスク 2枚

↓ 
抗体100μl分注

↓250.24時間インキュベーション
標識ホルモン 50μl分注

↓ドFy2お貯50山O

第二抗体 1∞μρl分注

↓
250.3時間インキュベーション

緩衝液 1ml液分注

↓4
0，30町 m，30分間遠心

上清吸引後 ガンマーカウンターで

放射能を測定する O



2. 測定時標準曲線用(6濃度)及びコントロール(3 

濃度〉については毎回三重測定し，検体については第1

回測定がシンクずル，再チェックは二重測定とする O

3. データ処理はトカウンターで計測したカウント数

をoff1ineでコンピューターに入力し Lo-git-log三次

式による標準曲線から読みとらせる。

4. 報告及び再チェックの項については次の 3点をつ

け加えて実施することとした。

1) 15μU/ml以上 20μU/ml未満の場合は栄研 1C 

L基準として再チェックして確認する O

2) 再採血検体が 20μU/mlを超える場合には精密

表2

検査を要請する O

3) さらに 3%タイルの測定により再チェックを実

施する。

国 検体及び輸送方法

(1) 昭和55年 4月1日より昭和56年 3月31日にわたる

栄研 1C Lでの受付け検体受理状況は，表2に示したよ

うに年末年始の休暇及び5月の連休のために採血日から

検査するまでに要した日が10日以上経過した以外は，ス

ポット量不足 156件，採血日不適 15件，溶血しないもの

1件，その他櫨紙の破損汚れ等26件であった。

送付された乾燥ろ紙血液の状況

昭和55年 4月~昭和56年 3月 受付総険体数20，582例

i件 数 i再採血 l 備 考

1 スポット量不足 156 4 I r)~件はディスク 2 枚以下のため再採血
-'-VV I "7 I 20例は4枚以下

2.人採血 日 不適 l 15川I 15一|此叫ん叫後釦1&3 8日日問目峨

3. ^二一一γ一一破一F3ペl O l 即一ミ勺川刊tつツけ川ぺ>'川川ツ汁Jト川I
一 血餅様カか、たまりが付着 14 I 2 I 4. r三三玉の 14 2 一部凝回してしまった血液をスポツ|した様

5. スポットににじみがあ 7 i っ l 血液スポットに水滴(消毒用アルコール7)をたらし
る 中 | た様

6. 1三様骨汚れ 2 0 

555 3* I *全例山下で年末年始のもの

1l 1l酌明(加熱乾燥カ)

7. 採血後 10日以上経過

8. 測定時血液が炉紙から
溶出しない

測定には3mmディスク 2枚を使用するので再チェッ

ク(二重測定)分を含めると，合計6枚のディスクが必

要であるため， この条件を満すには崎市民に印刷された円

にほぼ全面及び裏面に血液が十分しみ込んでいなければ

ならなし、。ただし現在は第1回の測定が可能であればー

憶受付けしている o (当衛研では受付の際不足ぎみの場

合2スポット分を送付するようにしている)

(2) 輸送

検体の乾燥櫨紙血液はビニール袋に入れ封をしたのち

ドライアイスを入れて冷却輸送を行った (7 月 ~8 月)

検体の到着は通常の場合採血日から10日以内で表2中

10日以上経過したもの555例の約80%は年末年始による

ものでこの期間は低温保存されているので問題はない。

また，ディスク中のTSHの安定性については乾燥条件

(1時間-1夜風乾)及び温度条件付 0，250，370C )そ

れぞれ変えて16日間検討した結果，全ての条件で，ほぼ

安定であることが確認されている。

従って現在検体受付日が採血日から10日以上経過して

いる場合でも前記検討期間内であればそのまま受付けし

ている O

クレチン症治療開始は生後1ヶ月以内に始めることが

望ましいともいわれ検査所要日数等を含め判定までには
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日数が必要とするので採血医療機関ではなるべく早く送

っていただくようお願いしたい。

N 測定結果

昭和55年 4月1日より昭和56年 3月31日までに医療機

関から送体された有効倹体数は20，582例であった。

測定結果の内訳は第1回測定で 20μU/ml以上のもの

2911列， 15μU/ml以上20μU/ml未満275例， 15μU/ml未

満10例その他検体不備及び操作上のトラブルと思われる

もの24例で全再チェック率は2.9，%であった。

表 3 受付検体及び再チ ック例数

| 再チェック検体の内訳(単位， μU/ml)
受付年月|検体番号|検体数|- 1 - 7一 丁 一|再採血検体

l20以上 115以上20未満115未満|その他|

昭和55年 4月 1 ~ 1668 1臼o 91 7 ¥ 0 1 

5月 1669 ~ 3635 1，918 12 9 0 4 

6月 3636 ~ 5466 1， 788 10 21 8 

7月 5467 ~ 7377 1，879 8 9 0 0 

8月

9月

10月

7378 ~ ~067 

9068 ~ 10889 

10890 ~ 12684 

1，658 

1， 781 

1， 750 

5 7 O 

9 11 O 

15 23 O 

11月 I 12685 ~ 14104 I 1， 381 26 I 35 0 

阿 i 凶 05~問81 I 1， 544 39 I 31 6 

昭和56年1月 I 15682 ~ 17503 I 1， 763 42 47 3 

2月 i 17504 ~ 19066 1 1，523 42 39 0 

月 |19067~ 泊~91 1， 957 74 ~JVV: ~~;. J~ 1.957 74 36 0 
1 ~ 28o 

3 

O 

8 

O 

O 

O 

O 

O 

6 

O 

7 

O 

O 

2 

「リ

5 

4 

2 

12 

8 

合 計 20，582 291 * 1! 275 * 11 10キ 11 24*d 51 '::"'V，vU'::'" J:.J::J..1."T"..1.i ~'U "l"..1. 1 ..1.V "1'..1.i ......--::z: ... ''''-'"i 

キ再検査を要した検体の合計は 600例で，再検査率は2.9，%。

* 2 検体不備 (Boを著しくオーパー， off curve)その他の理由により再検査を要したものD

以上ω0例の測定で特記すべき検体表4に示すように

52例が再採血の対象となり，そのうち先天性ヨード有機

化合成障害(TSH150μU/ml T4 1.0河川1)，先天性甲

状腺欠損症疑 (TSH150μU/ml T40.9pg/dl)，及び

-過性高TSH血症疑2例(TS H 150pU/ml T41.0μg 

/dl， TSH 37.0μU/ml/T44.0μg/ dl)合計4例が発

見された。

V 今後の問題と進め方

1.測定方法

現在クレチン症マス・スクリーニング検査用キッドと

して第一RI研究所，シオノギ，コーニング及び栄研化

学の 4社があり国内の各施設でも比較検討が行なわれて

おりマス・スクリーニング研究会から報告がなされてい

るO

各社のキッドについてはそれぞれ所要日数や分離法の

違い等があるが相関性，感度，再現性等などに大差がな

くいずれもマス・スクリーニングとして有効であると評

価されている。

いずれにしても多数の正常群から 4 ， 000~1O， OOO 分の

lの頻度の異常者を検出するマス・スクリーニング検査

では常時測定内変動係数を低下させることが重要であ

るO

委託検査機関である栄研 1C Lでは毎回測定している

コントロール値の再現性は20，40及び ωμU/ml附近の

c.vはそれぞれ8.1，8.7及び10.，%であった。また感度
として平均 10-15μU/mlの間にあり再現性及び感度と

も満足すべき結果が得られているところから今のところ

TSH測定上問題はほとんどないものと思われる O
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表4 特記すべき検体とその測定結果

TSHμU/ml 血清表示
単位 • 
T4 μg/dl 血清表示

検体No.l第1回[再チェ(再検査|再採血測定値!|検体比[第1回|再チェ|再検査 l再採血測定値
川測定値|ック 1 I:j" 'rK :El 1 1:j"1/fÇ lill 1)\~J-tIS 11 '17:.V+""'-1測定値|ック l 一一一一一

@ 931 36.01 41.01 T守叩 T円。;;肝l山 934.21 30.2l i??127-
11 一一「一 ITSH 正常以 20.01 10以下l lTSH 正常 11__14670 1 19.61 18.71 ~~_I T~iH_fij__ 

。6851180以上|剛上IT4Uに1-'1'fTTfeJI竺嗣盃坦唖長!_:4 -~_~_~-2[ T =t~ 1~f.す-
687 [ 34.01…T416.51TSH 正常 11 問 91 18.8[ 17ー4叫 T里町

0C ，，1 .. 1 一一一 -~-~--;I----~~!一一一一丁 T~SH 正常
1322 1 36.01 ，， 1 ，， 11 16477 1 19.81 23.21 11 ..LV-"， 1 ..L.7.ul ~'-"~I 1 T4 9.1 

一一 l 一一一~1~-:1 一寸 I T-S壬「正常一
18凶 I20喰体ト止| | T4 81 
函訂両一元1 -fdH-E常

~V. ..L I 1 T11.1 
一一01AO  I 1C  11 (')1 r::l一 一一寸ーTSH 正常一
ムu-'-叩|ょv.-'-Iι.'.1 1 T

4 
8.1 

l 194 1921 l TSH 正常一."-'1 
1 T4 9.6 

[ 21f130l 7SEE「l云jiil 184 196i l 
TSH 正常

..L'-'，VI 1 T4 6.9 11 J..U'-''-''-' 1 ..L.7，VI T4 7.4 

4640 1 28.0: 10以下 TF  明
11 183721 2001 19.81Tf  tt 

5204 1 21.01 ，， 1 1 T-~H ~~-II 削 21 20.01三4.91 I 
T~H 正常

1"  1T4 4.2 11 
J..U"H~ 1':::"'-:1:

0

;:71T4 9.6 

5252 I 20.01 ，， 1 1 T~匝~1lt-il 18713 1 17.61 19.31 I 
T ~ H 正常~V ， VI "1 1 T4 6.8 11 

J..UI-'-J 1 
J../ .vl -'-:1.JI 1 T4 8.6 

坐 7-117T3H2FTS口「 附 8[ 176(151- l 
TSI正常一

一

υ T4 6.8|T41621 
10383 I 20.21 26.31 T 4 12. Gi S!;! T lE清一 II~ふ子 17.11 19.11 1 T~ 百I官

~V'''í ~v''-'I .L 4 ..L~， vI T4 13.4 11 .1.U'.1.1.' 1 .1..7..1.1 1 T4 10.0 

113121 22T  23.81 TSH26.31 T~~-~1-11 185831 15.7it~1*/GJEI 1 T~~ 正常l T4 9九 11 18583 I 15市体不足 T4 9.3 

1ャ己竺JFq frjtllE51  15.21 19.4l-1日1
11885 1 20.11 15.11 I T J2 H 正常 11 193781 19.41 17.51 1 T~H 正常

~V. .L I .1.'-'..1.1 1 T11.9 11 .1.;hJIU 1 .1..7'""1 .1.' .'-'1 1 T4 12.8 

118761 川下両 1 T~り常=II~-亡両川 173I也
11957 1 21.51 1941 T S H17 71 T ~ H 正常 11 1 q4hh 1 1 fi 21 2:i 11 1 T ~ H 正常| .'-'1 ムJ・1 .L U 口 υ ・'T4 10.1 ムコヨリvl ム| ω.ム 1 T4 8.0 

12786己竺 216lTSH234lTZ雪「…「瓦 14- Jf回
20.41 吊 11 20ωOω27七 3却O.川刈01 1幻7.211 川 却川41 1 T~ 白[ lE'円ミ泣山E比tII-~OO一一-一一îí\í)'7 I一「一-寸「一一7一一'-1--r山I

( 
~v.-'I T4 11.8 11 ~VV~' 1 ，-，v，vl .L' '~I T4 10.5 

13268 1 27.91 26.41 1 T ~4H 正常 11 20276 1 29.91 27.51 T 4 8.31 T ~ 4H 2} : ~ T4 12.1 11 "-'V"-'IV 1 "-'.7..71 ~， .'-'I .L4 u.cJl T4 7.8 

13297 1 24.31 29.31 1 T ~ H 正常 11 20561 1 20.01 15.01 1 T ~ H 正常i|1  T4 10.8 11 ~VUV .1. 1 ~v ， vl .1.U，vi 1 T4 8.5 

138841 28.01 39.51 …-lj竺川 23.71 1 T一千?-r4 14.6 11 ~VVV.7 1 vv，vl ~CJ. '1 

ml 172l 205l !TSH 正常 i M91 1631 2701 i TSH 正常
~v.'-'I 1 T4 9.8 11 .1.:J-'V:J 1 .1.u.cJl ~， ，vl T4 10.6 

ただし，二次性の甲状腺機能低下症1)が幸いにも青森

県立中央病院小児科で発見されたことから T4の同時測

定の必要性を考えておく必要がある O

2. 判定及び報告の方法

現在の判定は下記の 3段階に分けて行っている O また

3%タイルを最優先とし以下の判定及び報告はそれぞれ

に示すカットオイン卜を加味して実施した口

〔判定〕

i ) 第1回の測定の結果

15μU/ml未満・....................正常
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15μU/ml~20μU/ml未満・・・・・・正常

(但し再チェックにより確認判定)

20μU/ml~50μU/ml未満・・・・・・疑陽性

(再チェックにより確認判定)

50μU/ ml 以上…・…・・・・…・…・・陽性

(再チェックにより確認判定〉

ii ) 第 2回の測定(再チェックの)結果

20μU/ml以上を示したものは再採血を要請する

と同時に T4も測定して判定する O

m) 再採血検体は20μU/ml以上の場合には精密検査

を要請するとともに T4の測定も行う O

〔報告〕

i) 15μU/ml~20μU/ml 未満の検体については再チ

ヱックした時に再現性の関係で疑陽性となる例が

あるので 15μU/ml以上は再チェックして報告す

る。

また，再チェックした結果が50pU/ml以上の場

合には至急、精密検査を要請する。

日〉 クレチン症・マス・スクリーニング研究会で T

SH及びT4の測定値の表示が統一されていないが

今後全血表示を採用する旨の統ー意見がなされた

ことにより本県でも判定にはカットオフポイント

と3%タイルを組合せした方法を採用することと

した。

m) 検体(乾燥涯紙血液の輸送)

夏期に (7 月 ~8 月)おける輸送に関しては栄

研 1C Lへの到着時においてドライアイス量がか

なり残存しているので 1日程度の延着はきして検

査に支障を来さないものと思われ総受付検体数

20，582例のうち採血日不適及び血液が溶出しない

等の検査不能例は 24例で，その他は第1回測定が

可能であっ O

ただし，再チェックのできない検体が当初(4月

~9 月〉かなりあったのでその後受付発送の時点

で不足ぎみのものは 2スポットを提出して対応し

ているが今後， 他の検査にも支障があることでも

あり採血医療機関に適確な採血方法を指導して検

査に支障のないようにしたい口

M 結 話一山

昭和55年4月1日より昭和56年3月31日までの 1年間

における青森県のクレチン症マス・スクリーニング検査

は合計20，582例の新生児を対象に実施され本県の出生町

数の93%程度の受診率となった。

血中TSHの測定の結果2例のクレチン症先天性ヨー

ド有機化合成障害 (TSH150μU/ml T41.0，ug/dl)と

先天性甲状腺欠損症疑(TSH150μU/ml T40.9ρg/dl) 

及び J過性高 TSH血症疑2例 (TSH150ρU/ml T4 

1.0μg， T S H37.0，uU/ml T44.0μg/dl)の合計4例の

異常男が発見された。

文献

第9団代謝異常スクリーニング研究会， 1981， 60，十

川英明他， TSH法によるマス・スクリングで検出され

なかかった下垂体性クレチン症の乳月例
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青森県における先天性代謝異常症の

マス・スクリーニングについて(昭和55年度)

奈良みどり 山本昌三‘

日本公衆衛生協会の指定する方法によって実施した。フ

I はじめに ェニールケトン尿症，ホモシスチン尿症，メーフ。ルシロ

青森県における先天性代謝異常マス・スクリーニング ッフ。尿症， ヒスチジン血症については， ガスリー法で

も実施以来 3年目を迎え県内の産院等医療機関の協力 行ない，半Ij定基準値であるカットオフポイント(フェニ

を得てスムーズに実施されている口ここでは，昭和55年 一ルアラニン， ロイシンは 4mg/dl， メチオニンは 2

4月1日より昭和56年3月31日までに当所で実施したス mg/dl，ヒスチジンは 6mg/dl)以上示した検体は再チ

クリーニングの状況とその成績について報告する O エックしその結果再びカットオフポイントを示した検

体は疑陽性と判定し再検査のため医療機関に再採血を

E 実施対象および方法 依頼したoガラクトース血症はボイトラ一法で行った。

1 . 検査対象となる疾病

フェニールケトン尿症，ホモシスチン尿症， メーフソレ

シロップ尿症，ヒスチジン血症およびガラクトース血症

の5疾患。

2. 検査対象者

県内の医療機関で出生した新生児で保護者が希望する

者。

3.方法

厚生省の「先天性代謝異常検査実施要項」に基づき，

表1

皿 検査実施状況について

55年度の， 当所に検体を郵送してきた医療機関等は

117施設となり，昨年度(110施設〉に比し若干の増加が

認められた。

また， 当所で受け付けた検体数は表1に示すように

20，791件で， 再検査や検体不備による末受理検体を除

き， 55年度の出生数と比べると約93%の実施率となって

し、る O
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郵送された検体の中で表2に示す不備項目に該当する

ことにより検査できなかったものが 150件で全検体の

0.7%にあたるO その内訳は郵送の遅延により血液が適

性外で、あったものが47%と最も多く p その中でも採血後

10日以上も経過しているものが約20%もみられた。な

お，不備検体の中に枯草菌の発育阻害(し、わゆる「ヌケJ
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再検査数，項目分類表 3の状態)によって検査できなかったものが46%見られた

が，これらが抗生物質投与等による影響か否かはハッキ

リ確認できなかったが，投与後一週間前後は影響が出る

ように思われる O これら不備検体については再採血を依

頼したが，そのうち回収できたのは72%で、残りの28%は

未回収となっていることは，代謝異常検査マス・スクリ

ーニングの意義を考えると今後の対策と啓蒙の必要性が

強調されるところである O
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るものである。

当所で 2回検査しでも疑陽性となったものは，国立武

蔵療養所神経センター診断研究部の成瀬浩博士に依頼し

ているが， ヒスチジン疑陽性 264件中7件を検査依頼し

たところ，そのうちの 1件がヒスチジン16mg/dl，ウロ

カニン酸Hで、陽性と判定された。この患児についてはそ

の後の調査により，弘前大学附属病院小児科で数回にわ

たり検査を受けた結果，異常なしと判明した。またメチ

オニンが 2mg/dlて、陽性と判定された患児もその後の検

査で正常ということが判明した。

町検査結果および考察 これからは当所でできる三次検査としてウロカニン酸

表 3よりスクリーニングで疑陽性となり，再採血を依 の薄層クロマトグラフィーや枯草菌の発育阻害による判

頼したものは331件となり全体の1.6%を占める O また， 定不能の場合におけるアミノ酸の薄層クロマトグラフィ

その回収率は 96.7%と不備検体のそれと比べては高い ーを併用して，被検者の負担を少しでも軽くできるよう

が，異常の有無を確認する必要上，今後の問題として残 に検査の充実をはかりたいと思う O
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青森県における風疹流行状況

石川和子 佐藤允武 阿部幸一

はし力t き

1975~1977年の風疹大流行終息後，ところによ

っては小流行や散発的発生が認められたが，流行

閑期が短いまま今回の全国的な流行へと移行し

7こO

本県での風疹流行は， 1981年 1月頃より認めら

れたO

本報では今回の流行における当所の検査成績に

ついて述べる O

1) 県内における風疹擢患者数(感染症サーベ

ランス報告書より〉

1月頃より散発的にみられていた患者数が，暖

かくなるにつれて各地区とも漸増し，ピークは 7

月で，以後減少傾向を示した。

2) 成人女性の風疹流行前と流行時における抗

体価分布の推移

保有率

60 

50 

40 

30 

20 

10 

O 

争-55年 3 月 ~12月(流行前)

・~・ 56年 5 月 ~8 月(流行時)
0--056年8月・ 9月(流行時)
教職員1021人

128 256 512 1024ぇ2048抗体価

図1 成人女性における抗体価分布の推移

一般成人女性ならびに教職員の抗体保有率 (8倍以

上)は流行前と流行時ともに90%以上とほとんど変化が

ないにもかかわらず，抗体価別分布では流行時が流行前

に比べ，全般に高い抗体価に移行する傾向が観察された口

これは若い母親や教職員が流行を形成している感染小児

や学童と濃厚に接触するための再感染による抗体上昇と

推測されるが，一方，このような考えに否定的な意見も

聞かれ，まだ明らかでなし、。しかしながらこの問題は診

断する側からみれば極めて重要なことであり，今後早急

に検討すべき課題であるO

表1 県内における月別風疹擢息者数

\~11 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

青森市 1 0 17 40 49 60 82 472 66 10 4 

むつ市 I 0 0 0 1 0 4 51 11 5 2 

中弘南地区
(弘前・黒石)11 1 4 2 9 8 140 26 10 18 
浪岡・平賀 l
西北五地区(
(五所川原・ )12 4 1 4 24 214 31 9 6 
鯵ヶ沢・木造I1

三八地区 I 0 0 0 2 2 21 216 39 9 10 
(八戸・三戸川

上十三地区 l
(七戸・十和)[ 2 5 5 7 21 81 216 48 21 22 
回・三沢 | 

1 5 27 5o 62 96 220 1，309 221 64 62 

(サーベランス報告書より)

3) 成人女性におけるべア血清のHI抗体価の変動

ぷ048

1024 

512 

256 
後
抗 128
体
価 64

32 

16 

8 

<8 
. 

' .. 
..... 
O • 1検体

o 10検体

く8 8 16 32 64 128 256 512 1024よ2048

前抗体価

図2 成人女性におけるべア血清のHI変動

4倍以kの有意上昇をみたものは 225例中10例 (4.4

%) ，このうち，臨床を加味した血清学的検査で、明らか

に初感染と考えられたものは 4例であった。また，有意

変動はなかったが， 256倍以上の高値を示したものは34

例 (15%)であった。この 256倍以上が今回の流行に何

- 46-



らかのかたちで、関係したと考えると，血清学的に感染例 がらないまでも，その危険性は極めて高いということを

と思われるものは44例(19.4%)であった。 意味する O

まとめ

風疹擢患で最も問題となるのは妊婦である O 妊婦初期

3 ヶ月以内の感染ではデータによって異なるが30~50%

の高率で，胎児に難聴，心奇形，白内障等の先天性の異

常が生じると言われている O 事実，今回ならびに前回の

流行期間中に擢患し流産した 2例の胎児，胎盤からウイ

ルスを分離，確認しており，これが直接催奇形とはつな

幸いにして，本県の成人女性の抗体保有率は90%以上

であり，また，数年前より女子中学生を対象としてワク

チン接種が義務づけられ実施されていることから考え，

今後はさらに，胎児感染の危険性は減少すると思われる

が，ワクチン接種を受けていない妊婦可能年令者におい

ては， 免疫の有無を確認し 予防を心掛ける必要があ

るJ
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青森県衛生研究所報 18， 51， 1981 

1981年調査の食肉におけるサノレモネラ検索成績

豊川安延 大友良光 野日キョウ

青森県における食中毒防止の一環として， 1980年にひ

きつづき食肉のサルモネラ汚染調査を行った」調査検体

は1981年9月から10月にかけ青森市内精肉庖20J苫舗より

鶏肉40検体(鶏モモ肉，鶏手羽肉，各20検体)ならびに

豚肉60検体(豚並肉，豚挽肉， I尿腸，各20検体)，計100

検体を購入した。

結果は表に示したように 100検体中12検体(12%)よ

りサルモネラを分離した。
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この成績は， 1980年調査1)のサルモネラ汚染度に比較

し極めて低率であった。本県の食肉へのサルモネラ汚

染実態を明らかにするためにも通年調査を予定してい

るO

文献

1 ) 県川安延，他:青森県における食中毒起因菌の

分布に関する調査研究(第1報).青森県衛生研究所報，

18， 9 -14， 1981. 
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青森県における腸チフス・パラチフス

野日キョウ 大友良光 豊川安延

青森県における昭和47年 (1972)から昭和5昨(1981)

まで10ヶ年の腸チフス・パラチフスの菌分離成績を表に

まとめた。集団発生および散発事例別では，集団発生4

事例，散発26事例であった。検出株数は腸チフス35株，

パラチフス 3株であった。また腸チフスのファージ型別

ではD110株， D2 7株， M13株， E1 3株， 39 2株，

Adeg. 2株， Vi-2株 A1株， 4 1株，型別不能1株，

不明(ファージ型別を実施せず) 3株で、あった。パラチ

フス Bでは3a 1株，不明(ファージ型別を実施せず〉

2株であった。

54 

T_M δ 4 青森市造道 D1 

T_M 6 3 北津軽郡板柳町 54. 3. 20 A 

M.N. Q 85 54. 2. 7 

K. S 9 

S 民f 8 28 五所川原市湊 54 5. 26 九11

H_N 8 20 東京都世田ヶ谷区 54. 6. 2 型別不能

S_T 8 41 西津軽郡木造町 54. 6. 27 39 

MA  8 32 " 鯵ヶ沢町 54. 7. 7 " 
F_H 9 4 五所川原市湊 54. 7. 6 民11

T.K. 9 16 八戸市尻内町 54 7. 19 Viー

N_T Q 68 上北郡十和田湖町 54. 11. 26 " 
N.S. 9 23 南津軽郡尾上町 55 3 7 D2  

" | パラチフスB

53 

" 
散 発|腸チフス

" " 
" " 

f
 
f
 

f
 
f
 

" " 
集発"

散発"
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年令[ 患者住所 [分離年月日 |ファージ型|震発の責|慢ラZフヌの前
弘前市平岡町 I 55. 4. 7 I Adeg 散 発|腸チフス

青森市千刈 I 55 . 5. 17 I E 1 集 発 "

" I 55 . 5. 28 1"  " " 
五所川原市広田 I 55 . 5. 24 I D 2 散 発 "

弘前市浜ノ町 ! 55. 7. 9 1"  " " 
弘前市城西 I 55. 12. 17 I "集 発"

"55.  12. 8 1"  " " 
岩手県二戸郡 56. 6. 18 I Adeg 散 発|腸チフス

弘前市北横町 I 56. 7. 25 I 4 " 

八戸市新井田 [ 56. 8. 17 E 1 " " 

十和田市 I 56. 8. 11 i 3 a " パラチフスB

弘前市浜の町 56. 9. 1 D 2 "腸チフス

7

L

o

o

n

リ

3
P
U

F
O
-
J
P
O
戸

h
u
q
u
A
U
I

つd

年度別[患者名|性別

55 K.M. 

K.M. 

K.M. 

Y.M 

H.8. 

K.8 

8.8. 

。宇
O
+
O守

O
+
O
+
A
O
O守

- 51ー
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N.M 
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青森県の温泉

高橋政教小林英一

桶田幾代野村真美

昭和55年 4月から昭和56年

3月までに行った34源泉の

鉱泉分析の成績は別表のと

おりである。
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泉温(気温)OC 

湧出量 s/分
直後

日値
試験室

密度 (200/40) 

蒸発残留物 g/kg 

55. 4. 14 

47.0 (8.0) 

55. 4. 8 

46.5 (13.0) 

333 

8.4 7.9 

8.68 8.12 

1.0023 0.9984 

0.2980 5.571 

H 

Na ・

OH' 

H5' 

5203" 
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No. 189 りんご舘温泉

五所川原市字弥生町17

No. 190 ひらかわ温泉 I No. 191 川合宝温泉 | 

55. 4. 10 

57.0 (8.0) 

400 

8.2 

8.22 

1.0056 

10.19 

南津軽郡平賀町大字松崎宇西田 l 弘前市堀越字下川原18-4
27の

55. 4. 10 

46.5 (8.0) 

440 

7.6 

8.22 

0.9996 

1.864 

55. 4. 14 

51.0 (8.0) 

157 

7.6 

7.74 

1.0019 

4.517 

V[L元ild五l--~-g-1 ~~1~-1~示イ mg -~~-1--1云瓦ケ

3ωo l…I 94ム[ι26示[ι 日0071 示l

j;;j;J;;:;;;;;;; 

一一J一竺~.~~J 665 . 6 1 28 .69 1 100 . 163とL一円 100.

0.03 

91.29 

6047~._1__166.0 よー叫_I~Oど 29.1日 100..J 三…._1 71竺~._I竺L

;:一:fi-
ナトリウム一一塩化物温泉
(食塩泉)

ナトリウムー一塩化物温泉
(食塩泉〉
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ナトリウム塩化物温泉
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源 泉 名|比問浅虫温泉1号泉 i比問浅虫温泉 3号泉 (比山浅虫温泉4号泉

湧 出 地|青森市大字浅虫宇内野6番 [青森市大字浅虫字壁谷218 I 青森市大字浅虫字壁谷56
地 3 番地1 番地1

調査年月日

泉温(気温)'C 

湧出量 s/分
直後

pH{~ 
試験室

密度 (200/40)

蒸発残留物 g/kg 

55. 4. 25 

62.0 (16.0) 
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Nム195浅虫温泉配湯泉
青森市大字浅虫宇内野6番地1

55. 4. 25 
62.0 (16.0) 

8.0 
8.16 
0.9996 
1.066 

No. 196向洋温泉
上北郡百石町宇内山平127の79
55. 5. 13 
41.0 (16.0) 
500 
7.6 
7.73 
1.0050 
9.364 

No. 197雲谷温泉
青森市大字雲谷字梨の木56-29
55. 4. 29 
39.5 (8.0) 
415 
8.9 
9.07 
0.9987 
0.1960 

mg m val 1 m川%I mg 1 m川 1m叫 %1 mg Im val m叫%

281. 7 [1295 I 100. I削 I150.9 I00.59.71 2ω100 
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占;::午必211J引 3::
380.0 7.92 IωilJloll7il47:l owm  
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Jil;::;lc::IJ:;l::;lr;;i ιl  
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一一~-I

l-J 
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ナトリウム・カルシウムー | ナトリウム一塩化物温泉 l 硫酸塩・塩化物温泉 1 1 
¥ 純食塩泉

~ 55-

アノレカ
(単

0.2070 
リ性単純温泉
純温泉〉



ι十ペン mg 1m叫 1m叫 %1mg I m val 1m川 mg I m val竺?竺
a -1 -1 -1 -1 -1 ー|

Na'ωO  l30 01l95121m O [134814787181O [352l93ω 

K' 10.0 i 0.26 I 0.82 I 53.0 I 1.36 I 4.83 I 4.5 i 0.12 I 3.19 

NH4・ 2.1I 0.12 I 0.38 i 1.0 I 0.06 I 0.21 I 0.2 i 0.01 I 0.27 

Mg" 5.6 I 0.46 I 1.46 1 96.0 i 7.S0 1 28.05 1 1.0 I 0.08 I 2.13 

Ca" 13.9! 0.69 I 2.19 I 105.0 I 5.24 I 18.62 I 0.5 I 0.02 I 0.54 I 

Al'" 0.1 I 0.01 I 0.03 I 0.5! 0.06 I 0.21 I 0.0 I 0.00 i 0.00 i 

Mn・・ 0.0 I 0.00 I O.OO! 0.1 i 0.00 I 0.00 I 0.0 ! 0.00 I 0.00 

Fe Fe l O 1|O  oo l O oo l O 7lO  06l O 21l O 3!O  01|O  27 

計 721.8 I 31. 55 I 100. 567.3 i 28.16 I 100. 87.4 I 376[ 100 

」三イオン mg I m val 1m val %1 mg I m val 1m val %1 mg I m val 1m val % 

F' 0.5 I 0.03 1 0.10 0.0 i 0.00 0.00 I 0.9 I 0.05 I 1.27 

Cl' 877.6 I 24.75 I 78.97: 466.4 I 13.16 I 45.74 I 90.3 I 2.54 I 64.47 

7rl 二」二 =1 二l二[二(
OH' - ! -1 - : - I -1 -1 0.1 0.06 

HS' ー|ー -1 一 -1

S203" - I - I - I - i - I - i 

S04" 山 O12961944130 O l O 62l216lll  

HPO/' 0 . 1 I 0 .00 i 0 .00 I 0 . 1 1 0 .00 1 0 .00 I 1. 0 : 0 .02 1 

HCO:;' 219.7 j 3.60 1 11.49 I 914.4 i 14.99 1 52.10 I 67.1 I 1.09 1 27.66 

計 l 凶 l3134l100l 山 28.77I 100. 167.9 3.941 100. 

遊離成分 1 mgI~竺-l l-?[!???ll l 

U O27l 

計 l 川 0.46 538.8 I 9.76 

成分総計 g/kg I 1.992 2.517 0.4m 

--.1- 1 11 J-.， Ll::-'1..... M-.. "YFI ~=rナトリウム・マグネシウム | 

九1泉質点!?Jjリ三官七物君子 lーキ堅実需与路宮岩手( ?単集 r泉手

1BR 

湧

泉

出

調査年月日

泉温(気温)'C 

湧出量 s/分

pH{1直直 後
試験室

密度 (200/40)

蒸発残留物 g/kg 

H2Si03 

HB02 

C02 

H2S 

名

地

No. 198 長寿温泉 I No. 199 岩木温泉 I No. 200 天間林温泉

八戸市大字下長字河原木土地! 中津軽郡岩木町大字百沢字| 上北郡天晶琳村大字天間舘
区画整理事業地内第2アロック51 寺沢16-3 字森ヶ沢211-1

55. 5. 26 

39.0 (23.0) 

500 

8.3 

8.34 

55. 6. 18 

52.5 (28.0) 

55. 7. 11 

41.5 (23.0) 

640 

8.4 

8.44 

6.4 

6.60 

1.0000 0.9979 

0.3540 

1.0015 

1.802 1.596 

1.52 

250.5 i 

14.9 : 

273.4 I 

mg 

32.1 144.9 

0.34 2.6 

6.21 
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比却1 だるま温泉 |比 202 授産施設温泉 l 

青森市新城宇山田222-170 上北部上北町大字大浦市平10-1 1 

40. 5 (28.1) 43.0 (22.0) 

500 820 

2 [8:L1  

No. 203 やすらぎ温泉
青森市大字鶴ケ坂字早稲田 239番
地62

55. 8. 9 

29.0 (26.0) 

% 1 l  m 叫 1m val % I 叫 m 叫 1m 川 %l mg l 
m V十alト1m 叫U

必紛叩川5日川O恥l 却…22 路… 12幻3J 5 示;( 9叫…4

一
52 4
却
9ωιO

8O l O 21;O  92[49|O  13l230 i224|O  57!251  

U 止。:。:l::011 山川口|は
U 配口…ふ;I

目。::1 …!。:。;
O 1i O 00|O  oo l O 7;0.03|O  531O  O l O oolO  OO 

o . 1 
i 

0 .00 
! 
0 .00 

! 
0 . 1 
: 
0 .00 

I 
0 .00 

I 
0 . 3 
i 
0 .01 

i 
0 .04 

Jや3] 22.91] 100.] 131.3] 5.6610o. 527.9 
1 

mg m 叫
i
m 叫 %

I 

mg mω1m川%
I 

mg m 川 m 凶形

4l::i9:?

。
:;lu u 。:;l 。::1

1liJ J o;ojoJojo00  
8Jil O-l 。 ;ιo.~

I 

2.~ I 0.0 
I 

O.~ 
I 

0.00 

o . 1 I 0 .00 I 0 .00 I 1. 8 I 0 .04 I 0 .67 0 . 2 ! 0 .00 i 0 .00 

131.1 
I 
2.15 

! 

9 08l859l141  
I 
23.62l 山 7l1918.33

896.0 
I 
23.68
1 
100.ω6  

! 

5.97 
i 
100. 862.6 

I 
22.94
1 
100
一

mg m 叫 llmglm川 llmgl-7a11

84.4 
I 
1.08138.1  

I 
1. 77 I 

3.1 
I 
0.073.5  

I 

0引 13.1! 0.30 

1刷 0.5238 1.515 

ナトリウム一塩化物温泉 | アルカリ性単純温泉 l ナトリウムー塩化物温泉 [ 
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源 泉 名 No.204 常盤村福祉センタ i比却5太郎温泉 I No. 205広田温泉温泉 -̂'- .1-¥1" ulll 7J'-

湧 出 地|南津軽郡常盤村 |三沢市大字三沢字掘口57- 五所川原市大字広田字下リ
字常盤字富田70-1 I 1 

一陽イオ、~_I~g 上m 川 1m 叫 %1 mg 1mω 1m val~~ n19 1 m 叫 I~土1%

::  
!::[;:;;!::;;l::;l;:;;l;:;;|;:5ll 

一 -H_____I_228.71_竺 10乙二1960. 1 85.541 100. 1 3115. _1 ロ2.7しω・0
戸イて二l竺」竺竺1I~ 竺ヂ_1~_g 1ー叫 1m叫 %1 mg 1 m川ァ竺

j lO.JI  l l l 
i;i:l3日:;jlJJ:l:::lijj1jjjlij::[
LI  4ω7I 9.94い0o. 1 3170. I 8竺 100. 48:~._11竺υ00.

遊離成分 mg 1m叫 i L-JJ士三千 i l-J土竺|

r l?モ ??1:;2二
計[山JliP5lliムillAi 「ム.3

調査年月日

泉温(気温)'C 
湧出量 s/分

J 直後
pH1/直
目試験室

密度 (200/40)
蒸発残留物 g/kg 

0.9990 
0.6960 

1.0023 
5.256 

1.0046 
7.998 

。δ



No. 207 油川温泉

青森市大字油川字大浜102

55. 10. 2 

25.5 (20.0) 

118 

8.0 

8.20 

比 208 向陽温泉

南津軽郡平賀町大字高畑字前田
27の2

55. 10. 13 

44.0 (19.0) 

240 

7.8 

No. 209 水明温泉

上北郡上北町大字上野宇山添59-1

0.9987 

0.4632 

1.0002 

55. 10. 31 

45.5 (9.5) 

560 

8.6 

8.64 

0.9~86 

7.82 
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2.488 0.3571 

且8 89 

単 純 温 泉 ! ナトリウム一塩化物・硫酸塩温泉| アルカリ性単純渦泉
(単純温泉含芭硝一食塩泉) (単純温泉)

0.5363 2.503 0.4288 
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500 

No. 212 古懸温泉

南津軽郡碇ケ関村大宇古懸
字門前屋岸33の1

55. 11. 13 

46.5 (8.0) 

180 

8.1 

源

湧

泉

出 士
口色{子井

泉

浅
温

字

井

大

浅

市原

凡

U

H

H

2

所
1

Mm

五
日

名

地

~ -1オ人~~_1ピl土竺 mg mvリ?γal何一 mg L~~~三竺
H" - I - I - 1 - I - I - 1 - I - I 

Na. 1815. 78.95 I 96.20 I 76.0 I 3.31 I 95.94 I 270.0 I 11.74 I 95.68 

K・ 35.5 i 0.92 I 1.12 I 3.5 i 0.09 I 2.61 I 13.5 I 0.35 I 

NH4・ 2.2I 0.12 I 0.15 I 0.0 I 0.00 I 0.00 I 0.4 I 0.02 I 0.16 

Ca l -1川 120103l O01l 。引 2:3im:::;

Mg"" 12.0! 0.99! 1.20 I 0.4 i 0.03 I 0.87 I 0.4 I 0.0c1 I 

Al... 0.0 I O.OO! 0.00 I 0.0 I 0.00 1 0.00 I 0.0 I 0.00 I 0.00 

九1n.. 0.0 I 0.00 I O.OO! 0.0 I 0.00 I 0.00 I 0.0 I 0.00 I 0.00 

Fe..Fe... 0.71 0.02! 0.031 0.21 0.01 I 0.291 0.4 [ 0.01 1 

計 18871 82.071 100. I 80.4 I 3.45 1 100. 1287.0 I 12.27 1 100 

陰イオン I mg 1m 叫 1m 叫 %[ mg 1m叫 1m 叫 %1 mg 1 m 叫 1m叫%

F' 1.0 I 0.03 I 0.06 I 0.4 I 0.02 i 0.53 I 4.6 1 

Cl' 2271. i 64.0:]! 77.46 I 65.11 1.84 i 48.94 I 276.4! 7.80 I 60.37 

7l 二l 二 J¥l 二l 二l 二|l
OH' - i - I - I 0.1 i 0.01 I 0.26 I - i - i 

HS' 一|一|一|一 -1 一 -1
S203" - I - I - 1 ー -1 -1 -1 -1 
SO/' 468.0 I 9.74 1 11.78 I 16.8! 0.35 I 9.31 i 33.0 I 0.69 1 

HP04" 0 . 0 1
1 
0 .00 I 0 .00 1 1. 3 I 0 .03 I 0 .80 1 0 .1 I 0 .∞ 0.00 

HC03'ω21  8.851 10.70 1 92.1 I 1.51 1 40.161 出 9I 4.18 1 32.35 

計 3280. I82.691 100. 1 175.81 3.761 100. 1 569.0 I 12.92 I 100 

1 離成分 l-1J叫 i lf?(-ql L-竺 j土val
H2Si03 99.3 1 1.27 I 171.9 1 2.20 ! 88.0 1 

HB02 22.9 I 0.52 I 5.3 I 0.11 i 6.2 I 0.14 

CO2 一|一ー|ー -1

日空S -: - [ 

計 122.2.79177.22.31 94.2 1.27 

成分総計 g/kg 1 5.289 0.4334 

泉 質|ナトリウム一塩化物温泉 !アルカリ性単純温泉|単 純 温 泉
(旧泉質名) I 弱食温泉(単純温泉単純温泉〉

調査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量 .e/分

直後
H値
試験室

密度 (200/40)

蒸発残留物 g/kg 

55. 10. 25 

63.0 (12.0) 

350 

7.6 

No. 211 奥入瀬温泉

十和田市赤沼字明戸
103番地

55. 11. 10 

42.5 (12.5) 

8.8 

7.41 

1.0021 

8.77 8.09 

0.9986 0.9986 

4.975 0.3557 0.8336 
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No. 213 湯段温泉1号泉

中津軽郡岩木町大字常盤野字
湯段泊17-2

55. 12. 16 

44.5 (1.0) 

170 

6.4 

6.32 

1.0007 

3.036 

No. 214 湯段温泉三上泉

中津軽郡岩木町大字常盤野字
湯段泊18-7

55. 12. 16 

46.5 (1.0) 

140 

6.5 

6.45 

1.008 

3.187 

No. 215 三日市温泉

上北郡十和田湖町大字沢田字三日市
173-2 

56. 2. 6 

13.0 (1.0) 

55 

6.8 

6.78 

0.9984 

0.1851 

mg十…1 1…l丸一J F「示唇「示__1-王子江主互
( ;  

… … … …一一一州一二主竺1_11山 | -L叫 1 m…
7jγ瓦~l--r~

…J J-Lq比り

200347.38 100. ~~43._i二 49ヤ 100.
I 
. 116.21 竺ご 100. 

ナトリウム・カノレシウム・ l ナトリウム・カノレシウム e マグネ ! 
マグネシウム 塩化物温泉 | シウム一塩化物・炭酸水素塩温泉|
」金塩化土塑二食塩主上 _1 i全一土F二二金し一塩 泉) I 

中性低張性冷鉱泉

- 61-



源 泉 名 I No. 216 内蛇沢温泉

湧 出 地|上北郡東北町宇内睦沢道ノ
上19の3

調査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量 s/分

直後
pH{1直
試験室

密度 (200/40)

蒸発残留物 g/kg 

56. 3. 5 

46.0 (4.0) 

243 

8.0 

7.85 

0.9998 

1.427 

No. 218 古田温泉 | 

南津軽郡浪岡町字稲村 | 
59-1 

56. 2. 19 

48.0 (-1.0) 

320 

8.6 

8.72 

0.9988 

0.6280 

No. 217 福田温泉

弘前市大字福田字村元
70番地

56. 2. 10 

46.0 (0) 

320 

7.8 

7.65 

1.0030 

6.861 
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